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【第2回臨時会（令和8年 7月 22日招集　会期 1日間）】
■一般行政報告（菊池村長）

報告事項 報告内容

１．�工事請負契約等の締結に
ついて

令和 8年第 2回村議会定例会（6月 5日）以降の工事等発注状況（工事金額
等が議決要件に満たないもの）について（別表 1のとおり）

２．寄附の受納について 令和 8年 6月 1日から 6月末日までの寄附の受納状況
・企業版ふるさと納税　株式会社マインズ（札幌市）　10 万円
・ふるさと応援寄附金　17 件　90 万 4 千円

３．土地の寄附について 寄附者：加藤悦子様（紋別市在住）
場　所 地目 地積（㎡） 移転登記完了日

字上興部 89 番地 宅地 711.02 令和 8 年 6 月 17 日

４．諸要望について ⑴�去る 6月 25 日及び 26 日、西紋別地区総合開発期成会及び高規格道路旭川・
紋別自動車道早期建設促進期成会において、北海道庁、北海道議会及び北
海道開発局に対して、また、6月 30 日には、各関係省庁並びに道内選出の
国会議員に対して、次の事項を要望。

【西紋別地区総合開発期成会要望事項】
　①国道 239 号線天北峠の視距改良工事の早期完成について
　②主要道道遠軽雄武線（上藻地区）の整備促進について
　③�中藻興部・興部線の携帯電話不感地帯における緊急通報体制の整備につ
いて

　④道営草地畜産基盤整備事業（草地整備型）の推進について
　⑤農地整備事業（通作条件整備）の推進について
【高規格道路旭川・紋別自動車道早期建設促進期成会要望事項】
○旭川・紋別自動車道の事業推進
・「遠軽～上湧別道路」の事業促進について
・「上湧別～紋別」間の調査促進について
⑵�去る 6月 26 日、オホーツク圏活性化期成会において、国土交通省北海道開
発局に対して、また、7月 1日には、各関係省庁並びに道内選出の国会議
員に対して、管内の懸案事項について要望。
⑶�去る 7月 19 日、北見市にて、オホーツク圏活性化期成会において、国土交
通大臣に対し、管内の懸案事項について要望。

■審議された議案等と審議結果
議案番号 議案等 議案等の内容 審議結果

承認第 1号 専決処分した事件の承認を求
めることについて

令和 8年度一般会計補正予算（第 4号）
経年劣化により故障した活性化センターリムの冷
房抽気ポンプを修繕するための増額補正の専決処
分について審議しました。
（補正額）56 万 1 千円
（補正後予算総額）27 億 8,094 万 3 千円

原案承認

承認第 2号 専決処分した事件の承認を求
めることについて

令和 8年度簡易水道事業会計補正予算（第 2号）
上興部水道本管の漏水修復工事に要する増額補正
の専決処分について審議しました。
〔収益的収入及び支出〕
（補正額）29 万 2 千円
（補正後予算総額）7,094 万 3 千円

原案承認

議会通信
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承認第 3号 専決処分した事件の承認を求
めることについて

令和 8年度一般会計補正予算（第 5号）
上記の上興部水道本管漏水修復工事に係る簡易水
道事業会計繰出金の増額補正の専決処分について
審議しました。
（補正額）29 万 2 千円
（補正後予算総額）27 億 8,123 万 5 千円

原案承認

議案第 1号 令和 8年度西興部村一般会計
補正予算案について

一般会計補正予算（第 6号）
国の重点支援交付金を活用した物価高騰対策とし
て、一般家庭の上水道基本料金 3ヵ月分（令和 8
年 7月～ 9月）を減免するために要する増額補正
等について審議しました。
（補正額）211 万 5 千円
（補正後予算総額）27 億 8,335 万円

原案可決

議案第 2号 令和 8年度西興部村簡易水道
事業会計補正予算案について

簡易水道事業会計補正予算（第 3号）
国の重点支援交付金を活用した物価高騰対策とし
て、一般家庭の上水道基本料金 3ヵ月分（令和 8
年 7月～ 9月）を減免するための財源変更につい
て審議しました。
（補正額）
＊財源変更のため補正額はありません。

原案可決

【第3回定例会（令和8年 9月 16日招集　会期 2日間）】
■一般行政報告（菊池村長）

報告事項 報告内容

１．�工事請負契約等の締結に
ついて

令和 8年第 2回村議会臨時会（7月 22 日）以降の工事等発注状況（工事金額
等が議決要件に満たないもの）について（別表 2のとおり）

２．寄附の受納について 令和 8年 7月 1日から 8月末日までの寄附の受納状況
・木夢事業寄附金　　　 1 件　　　　1万円
・ふるさと応援寄附金　41 件　107 万 7 千円

３．土地の寄附について 寄附者：星加敦美氏（小樽市在住）
場　所 地目 地積（㎡） 移転登記完了日

字上藻 165 番 1 山林 11,964 令和 8 年 7 月 14 日

寄附者：菅原淑子氏（札幌市在住）
場　所 地目 地積（㎡） 移転登記完了日

字上興部 90 番 1 宅地 715.02 令和 8 年 7 月 29 日

３．�令和8年度村表彰者の決
定について

西興部村褒賞条例に基づく本年度の表彰者として、去る 9月 2日開催の表彰
審査委員会に諮問の結果、下記のとおり決定しました。
【勤続表彰】消防団員 20 年以上勤続
○上興部　小笠原和也氏
○札　滑　山口　泰輔氏

■教育行政報告（飯束教育長）
報告事項 報告内容

英語指導助手（ALT）の配
置及び今後の英語教育につ
いて

本年度の英語指導助手（ALT）の配置が難しい状況であること、ジュノー教
育委員会に継続して要請していくこと、ALTの不在期間は、学校と連携し、
デジタル教科書の活用や中学校の英語担当教員による授業など既存の取組を
生かしながら、英語教育の充実に努めていくことが報告されました。
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■審議された議案等と審議結果
議案番号 議案等 議案等の内容 審議結果
同意第 1号 西興部村固定資産評価審査委

員会委員の選任につき同意を
求めることについて

現委員が 9月 30 日で任期満了となるため、その後
任として、高橋徳男氏を委員に選任することに同
意しました。

同意決定

同意第 2号 西興部村教育委員会委員の任
命につき同意を求めることに
ついて

現委員の郡哲治氏が 9月 30 日で任期満了となる
ため、引き続き委員に任命することに同意しまし
た。

同意決定

認定第 1号
～

認定第 6号

令和 7 年度西興部村一般会
計、3特別会計及び 2事業会
計の決算認定について

令和 7年度一般会計、3つの特別会計及び 2つの
事業会計の決算認定について、はじめに村長、副
村長、企画総務課長、産業建設課長から決算説明
が行われ、引き続き桜井代表監査委員による決算
審査意見が述べられた後、会計毎に質疑を行い、
各会計の決算を認定しました。

原案認定

報告第 1号 令和 7年度健全化判断比率等
の報告について

地方公共団体の財政の健全化に関する法律の規定
に基づくもので、西興部村の財政が健全に運営さ
れていることが報告されました。

報告事項の
ため、採決は
ありません

議案第 1号 西興部村長等の損害賠償責任の
一部免責に関する条例の一部を
改正する条例の制定について

地方自治法の一部を改正する法律及び地方自治法
施行令の一部を改正する政令の施行に伴い、引用
条項のズレを改正するための、条例の一部改正に
ついて審議しました。

原案可決

議案第 2号 監査委員に関する条例の一部
を改正する条例の制定につい
て

地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴い、
引用条項のズレを改正するための、条例の一部改
正について審議しました。

原案可決

議案第 3号 西興部村乳幼児等医療費助成
に関する条例の一部を改正す
る条例の制定について

北海道医療給付事業において令和 8年 8月から所
得制限が撤廃されたことに伴い、本村の乳幼児等
医療費助成事業についても所得制限を撤廃し、子
育て世帯の経済的負担の軽減と子どもの医療を受
けやすい環境の充実を図るための、条例の一部改
正について審議しました。

原案可決

議案第 4号 令和 8年度西興部村一般会計
補正予算案について

一般会計補正予算（第 7号）
興楽園のボイラー更新事業への補助金や活性化セ
ンターリムのトップライト等改修工事に要する経
費のほか、令和 7年度一般会計決算剰余金にかか
る財政調整基金への積立金などの増額補正につい
て審議しました。
（補正額）6,550 万 2,000 円
（補正後予算総額）28 億 4,885 万 2,000 円

原案可決

議案第 5号 令和 8年度西興部村国民健康
保険事業特別会計補正予算案
について

国民健康保険事業特別会計補正予算（第 1号）
令和 7年度の事業費確定に伴い、既に交付済みの
負担金及び交付金の返還等にかかる増額補正につ
いて審議しました。
（補正額）149 万 4,000 円
（補正後予算総額）1億 1,119 万 4,000 円

原案可決

議案第 6号 令和 8年度西興部村後期高齢
者医療特別会計補正予算案に
ついて

後期高齢者医療特別会計補正予算（第 1号）
令和7年度の事業費確定に伴い、既に交付済みの補助
金の返還にかかる増額補正について審議しました。
（補正額）2万 2,000 円
（補正後予算総額）2,788 万 2,000 円

原案可決

議案第 7号 令和 8年度西興部村介護保険
特別会計補正予算案について

介護保険特別会計補正予算（第 2号）
各介護予防サービス給付費の増額及び令和 7年度
分の事業費等の実績額確定に伴う償還経費などの
増額補正について審議しました。
（補正額）1,181 万円 2,000 円
（補正後予算総額）1億 5,659 万 1,000 円

原案可決
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別表1　工事請負契約の締結について
入札等
執　行
年月日

工　事　名　等 相　手　側 締　結
年月日

工期限
年月日

契約金額
（円）

予定価格
（円）

R8.6.8 森 の 美 術 館 「 木 夢 」 P C B
分析・高圧コンデンサ取替工事 島 田 電 気 ㈱ R8.6.8 R8.8.31 1,320,000 1,477,300

R8.6.10 下水道終末処理場PAS更新工事 島 田 電 気 ㈱ R8.6.10 R8.10.30 1,650,000 1,859,000

R8.6.10 中 藻 地 区 給 水 管 接 続 工 事 ㈱ 菅 原 設 備 工 業 R8.6.10 R8.10.30 1,034,000 1,064,000

R8.6.17 消 防 、 操 法 用 ホ ー ス ㈱ 二 二 商 会 R8.6.18 R9.3.31 1,128,600 1,129,040

R8.6.18 音 声 告 知 放 送 シ ス テ ム 用
パ ソ コ ン S S D 化 改 修 工 事 N T T 東 日 本 ㈱ R8.6.18 R8.10.28 1,188,000 1,194,600

R8.6.18 L T O ド ラ イ ブ 更 新 工 事 ㈱NHKテクノロジーズ R8.6.18 R8.10.30 3,080,000 3,080,000

R8.6.23 村 道 支 障 木 除 去 工 事 ㈱ 郡 土 木 R8.6.23 R8.12.10 3,036,000 3,102,000

R8.6.23 林 道 維 持 工 事 ㈱ 大 西 組 R8.6.23 R8.9.30 2,101,000 2,156,000

R8.6.23 ス マ ー ト メ ー タ ー 設 置 工 事 ㈱ マ ル コ ウ R8.6.25 R8.10.30 8,030,000 8,206,000

R8.6.23 生 活 改 善 セ ン タ ー
給 水 仕 切 弁 取 替 工 事 ㈱ 菅 原 設 備 工 業 R8.6.23 R8.10.30 3,333,000 3,377,000

R8.6.23 消 火 栓 更 新 工 事 ㈱ 菅 原 設 備 工 業 R8.6.23 R8.11.30 4,565,000 4,697,000

R8.6.23 原 水 色 度 計 更 新 工 事 新 栄 ク リ エ イ ト ㈱ R8.6.23 R8.11.30 4,587,000 4,840,000

R8.6.23 マンホールポンプ分解整備工事 ㈱クリタス北海道支店 R8.6.23 R9.2.10 4,950,000 5,357,000

R8.6.23 No.1返送汚泥ポンプ分解整備工事 ㈱クリタス北海道支店 R8.6.23 R9.2.10 4,400,000 4,741,000

R8.6.23 中 藻 地 区 配 水 管 路
調 査 設 計 委 託 業 務 ㈱中神土木設計事務所 R8.6.23 R8.11.10 7,260,000 7,843,000

R8.6.23 年収の壁引き上げ対応に伴う
シ ス テ ム 改 修 業 務

㈱ コ ン ピ ュ ー タ ー
・ ビ ジ ネ ス R8.6.23 R8.7.31 1,588,400 1,632,400

R8.6.29 西興部厚生診療所防犯カメラ設置工事 島 田 電 気 ㈱ R8.6.29 R8.12.30 1,485,000 1,540,000

R8.6.30 旧氏および旧氏の振り仮名表記等
に係る戸籍附票システム改修業務

富士フイルムシステムサービス㈱
公共事業本部北海道支店 R8.6.30 R9.3.31 1,848,000 1,848,000

議案番号 議案等 議案等の内容 審議結果
議案第 8号 令和 8年度西興部村簡易水道

事業補正予算案について
簡易水道事業会計補正予算（第 4号）
事業費の確定に伴う減額や企業債の利率変更に伴
う企業債利息の増額などの補正について審議しま
した。
【収益的収入及び支出】
（補正額）382 万円
（補正後予算総額）7,132 万 5,000 円 
【資本的支出】
（補正額）△ 20 万 4,000 円
（補正後予算総額）5,696 万 2,000 円

原案可決

議案第 9号 令和 8年度西興部村下水道事
業補正予算案について

下水道事業会計補正予算（第 2号）
企業債の利率変更に伴う企業債利息の増額補正に
ついて審議しました。
【収益的収入及び支出】
（補正額）37 万 3,000 円
（補正後予算総額）1億 17 万円 9,000 円

原案可決

発議第 1号 国土強靱化に資する社会資本
整備等に関する意見書につい
て

切迫する日本海溝・千島海溝沿いの巨大地震や気
候変動を踏まえ、高規格道路から市町村道に至る
道路網の整備や老朽化対策など、国土強靱化の取
組をより一層推進することを国に求める意見書に
ついて議会として提案しました。
（提出者）河田　　宙 議員
（賛成者）島田　博輝 議員

原案決定
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る

と
同
時
に
、
そ
の
地
域
を
知
る
入
口
に

も
な
り
ま
す
。

現
在
の
花
夢
内
部
を
見
る
と
、
売
店

は
あ
る
も
の
の
販
売
さ
れ
て
い
る
商
品

の
種
類
や
量
が
少
な
く
、
自
動
販
売
機

に
つ
い
て
も
選
択
肢
が
限
ら
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
施
設
内
外
に
ゆ
っ
く
り
休

憩
し
、
一
定
時
間
滞
在
で
き
る
場
所
も

十
分
と
は
言
い
難
い
状
況
で
す
。
そ
の

た
め
、
現
在
の
利
用
形
態
は
、
ト
イ
レ

を
利
用
し
、
必
要
で
あ
れ
ば
飲
み
物
な

ど
を
購
入
し
て
、
再
び
出
発
す
る
と
い

う
短
時
間
の
利
用
が
中
心
に
な
っ
て
い

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

国
道
二
三
九
号
を
通
っ
て
既
に
多
く

の
方
々
が
本
村
を
通
過
し
て
い
ま
す
。

重
要
な
の
は
、
こ
の
方
々
を
そ
の
ま
ま

通
過
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、「
少
し
休

ん
で
い
こ
う
」「
西
興
部
村
を
少
し
見

て
い
こ
う
」
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
場

所
を
つ
く
り
、
村
内
で
の
滞
在
や
観

光
、
消
費
に
つ
な
げ
る
こ
と
で
は
な
い

か
と
考
え
ま
す
。

私
は
、
令
和
六
年
第
三
回
定
例
会
に

お
い
て
も
、
村
の
観
光
施
設
の
整
備
や

活
用
に
つ
い
て
の
今
後
の
展
望
に
つ
い

て
質
問
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

大
規
模
な
施
設
を
新
た
に
建
設
す
る

こ
と
だ
け
が
活
性
化
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
例
え
ば
、
売
店
の
商
品
を
充
実
さ

せ
る
、
自
動
販
売
機
を
増
設
す
る
、
休

憩
で
き
る
場
所
を
整
備
す
る
、
村
内
の

観
光
情
報
や
特
産
品
を
分
か
り
や
す
く

紹
介
す
る
な
ど
、
比
較
的
小
規
模
な
改

善
に
よ
っ
て
も
、
立
ち
寄
り
や
す
く
滞

在
し
や
す
い
道
の
駅
に
変
え
て
い
く
こ

と
は
可
能
だ
と
考
え
ま
す
。
ま
た
、
花

夢
の
右
手
側
階
段
を
登
る
と
右
手
に
は

上
興
部
鉄
道
資
料
館
方
面
へ
続
く
道
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
階
段
や
歩
行
経
路
を

整
備
し
、
花
夢
に
車
を
停
め
た
方
が
、

そ
の
ま
ま
歩
い
て
鉄
道
資
料
館
へ
行
け

る
こ
と
を
分
か
り
や
す
く
案
内
す
れ

ば
、
花
夢
と
鉄
道
資
料
館
を
一
体
的
に

利
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
も
可
能
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
上
興
部
鉄
道
資
料

館
に
は
、
開
館
時
期
に
な
る
と
鉄
道
に

関
心
の
あ
る
方
や
観
光
客
が
訪
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
資
料
館
を
見
学
し
、

写
真
を
撮
影
し
て
、
そ
の
ま
ま
帰
ら
れ

る
方
も
多
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。せ

っ
か
く
本
村
ま
で
足
を
運
ん
で
い

た
だ
い
た
方
で
す
。
鉄
道
資
料
館
だ
け

を
単
独
の
施
設
と
し
て
考
え
る
の
で
は

な
く
、
周
辺
の
環
境
や
歩
行
経
路
を
整

備
し
、
花
夢
と
鉄
道
資
料
館
を
一
体
的

な
観
光
資
源
と
し
て
捉
え
る
こ
と
で
、

滞
在
時
間
を
延
ば
す
こ
と
が
で
き
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

例
え
ば
、
花
夢
に
車
を
停
め
て
休
憩

し
、
徒
歩
で
鉄
道
資
料
館
を
見
学
し
、

再
び
花
夢
へ
戻
っ
て
買
い
物
や
休
憩
を

す
る
。
こ
の
よ
う
な
人
の
流
れ
を
つ
く

る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
既
存
施
設
を
活

用
し
た
観
光
振
興
に
も
つ
な
が
る
と
考

え
ま
す
。

さ
ら
に
、
上
興
部
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

周
辺
で
は
、
道
に
迷
っ
て
い
る
よ
う
に

見
受
け
ら
れ
る
車
両
を
時
折
目
に
し
ま

す
。
周
辺
を
何
度
か
往
復
し
た
後
、
そ

の
ま
ま
来
た
道
を
戻
っ
て
い
く
車
両
を

見
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
鉄
道
資
料
館

を
探
し
て
い
る
の
か
、
西
興
部
地
区
の

森
林
公
園
方
面
へ
向
か
お
う
と
し
て
い

る
の
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
初
め
て
本
村
を
訪
れ
る
方

の
視
点
に
立
っ
て
、
現
在
の
案
内
表
示

が
本
当
に
分
か
り
や
す
い
も
の
と
な
っ

て
い
る
の
か
、
一
度
確
認
す
る
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
例
え

ば
、
上
興
部
駐
在
所
付
近
の
分
岐
な

ど
、
運
転
者
か
ら
確
認
し
や
す
い
場
所

に
、
上
興
部
鉄
道
資
料
館
や
西
興
部
地

区
の
森
林
公
園
方
面
へ
の
案
内
標
識
を

設
置
す
る
こ
と
も
一
つ
の
方
法
で
あ
る

と
考
え
ま
す
。

そ
こ
で
、
村
長
へ
次
の
四
点
に
つ
い

て
お
伺
い
致
し
ま
す
。

①
村
は
現
在
の
「
道
の
駅
花
夢
」
の
利

用
状
況
や
施
設
機
能
に
つ
い
て
、
ど

の
よ
う
に
評
価
し
て
い
る
の
で
し
ょ

別表2　工事請負契約の締結について
入札等
執　行
年月日

工　事　名　等 相　手　側 締　結
年月日

工期限
年月日

契約金額
（円）

予定価格
（円）

R8.7.28
共 通 納 税 及 び
Ｑ Ｒ コ ー ド
対 応 に 伴 う
システム改修業務

㈱ コ ン ピ
ュ ー タ ー
・ビジネス

R8.7.28 R8.12.20 1,639,000 1,672,000

R8.8.25 札滑排水路更新
工事（第3号橋）

美 田 建 設
工 業 ㈱ R8.8.31 R9.3.1 33,660,000 34,430,000

R8.8.25 札滑排水路更新
工事（第5号橋）

美 田 建 設
工 業 ㈱ R8.8.31 R9.3.1 31,570,000 32,329,000

R8.8.25 浄 水 場 内 機 器
点 検 委 託 業 務

新 栄 ク リ
エ イ ト ㈱ R8.8.25 R8.12.10 2,079,000 2,178,000

R8.8.25
浄 水 場 膜
ろ 過 装 置
洗 浄 委 託 業 務

新 栄 ク リ
エ イ ト ㈱ R8.8.25 R8.12.10 1,694,000 1,782,000

R8.9.3
納税通知書電子化
対応に伴うシス
テ ム 改 修 業 務

㈱ コ ン ピ
ュ ー タ ー
・ビジネス

R8.9.3 R8.9.30 1,020,800 1,064,800

R8.9.10 除 雪 管 理
シ ス テ ム

ワ イ ズ
公共データ
システム㈱
北海道営業所

R8.9.10 R9.3.31 2,189,000 2,200,000

第
三
回
定
例
会

一
般
質
問

■
「
道
の
駅
花
夢
」
に
つ
い
て
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（
質
問
者　

河
田
宙
議
員
）

「
道
の
駅
花
夢
」
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。

国
道
二
三
九
号
は
、
本
村
と
名
寄
方

面
、
興
部
・
紋
別
方
面
を
結
ぶ
主
要
な

道
路
で
あ
り
、
村
民
の
日
常
生
活
は
も

と
よ
り
、
物
流
関
係
車
両
、
自
衛
隊
関

係
車
両
、
観
光
客
な
ど
、
多
様
な
方
々

が
利
用
し
て
い
ま
す
。

国
土
交
通
省
の
令
和
三
年
度
全
国
道

路
・
街
路
交
通
情
勢
調
査
で
は
、
西
興



広報にしおこっぺ（7）

う
か
。

②
売
店
、
自
動
販
売
機
、
休
憩
ス
ペ
ー

ス
、
観
光
案
内
等
を
充
実
さ
せ
、
ト

イ
レ
休
憩
だ
け
で
は
な
く
、
道
路
利

用
者
が
一
定
時
間
滞
在
し
た
く
な
る

道
の
駅
へ
改
善
し
て
い
く
考
え
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

③	

道
の
駅
か
ら
上
興
部
鉄
道
資
料
館
ま

で
の
歩
行
経
路
を
整
備
し
、
案
内
表

示
を
充
実
さ
せ
る
な
ど
、
両
施
設
を

一
体
的
な
観
光
資
源
と
し
て
活
用
し

て
い
く
考
え
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

④
鉄
道
資
料
館
や
森
林
公
園
等
を
訪
れ

る
方
が
迷
う
こ
と
な
く
目
的
地
へ
向

か
え
る
よ
う
、
上
興
部
地
区
の
観
光

案
内
標
識
に
つ
い
て
現
状
を
検
証

し
、
必
要
な
場
所
へ
の
設
置
や
改
善

を
行
う
考
え
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

以
上
に
つ
き
ま
し
て
、
村
長
の
お
考

え
を
伺
い
ま
す
。

�

（
答
弁　

菊
池
村
長
）

た
だ
い
ま
の
、
河
田
議
員
の
ご
質
問

に
お
答
え
し
ま
す
。

本
村
の
公
共
施
設
は
、
平
成
元
年
の

名
寄
本
線
廃
止
後
に
建
設
し
た
も
の
が

多
く
、
本
年
度
か
ら
三
か
年
で
公
共
施

設
等
個
別
施
設
計
画
を
策
定
し
、
計
画

的
に
改
修
、
統
合
、
廃
止
な
ど
を
検
討

し
て
い
く
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
道
の
駅
「
花
夢
」
に
つ
き
ま

し
て
も
、
建
設
か
ら
二
七
年
が
経
過
し

て
お
り
、
設
備
の
老
朽
化
が
進
ん
で
い

る
た
め
、
合
わ
せ
て
改
修
を
進
め
て
い

く
必
要
が
あ
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま

す
。一

点
目
の
現
在
の
利
用
状
況
や
施
設

機
能
に
つ
い
て
の
評
価
で
あ
り
ま
す

が
、
年
間
約
三
万
人
以
上
の
来
場
者
は

い
る
も
の
の
、
河
田
議
員
ご
指
摘
の
と

お
り
、
売
店
は
人
員
不
足
な
ど
の
関
係

上
、
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
以
外
の
食
事
提

供
は
行
な
っ
て
お
り
ま
せ
ん
し
、
自
動

販
売
機
も
二
台
し
か
設
置
す
る
場
所
が

あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
施
設
内
に
ゆ
っ
く
り
座
っ
て

休
憩
す
る
場
所
も
少
な
い
た
め
、
他
の

自
治
体
に
設
置
さ
れ
て
い
る
道
の
駅
と

の
比
較
で
考
え
ま
す
と
、
休
憩
所
や
一

時
的
な
避
難
場
所
と
し
て
の
機
能
は
不

十
分
だ
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

二
点
目
の
改
善
へ
の
考
え
に
つ
い
て

で
あ
り
ま
す
が
、
例
え
ば
、
冷
蔵
、
冷

凍
の
自
動
販
売
機
や
イ
ー
ト
イ
ン
ス
ペ

ー
ス
の
設
置
な
ど
に
よ
り
、
利
用
者
が

一
定
時
間
滞
在
し
た
く
な
る
道
の
駅
へ

改
善
し
た
い
考
え
は
あ
り
ま
す
が
、
建

物
の
面
積
的
な
問
題
や
運
営
を
担
う
企

業
や
人
材
の
確
保
な
ど
、
現
時
点
で
課

題
は
多
い
も
の
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

三
点
目
の
「
道
の
駅
か
ら
鉄
道
資
料

館
ま
で
を
一
体
的
な
観
光
資
源
と
し
て

活
用
し
て
い
く
考
え
」
に
つ
い
て
で
あ

り
ま
す
が
、
一
体
的
な
観
光
資
源
と
す

る
に
は
距
離
が
離
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
道
の
駅
か
ら
鉄
道
資
料
館
へ
訪
れ

る
場
合
は
、
車
で
移
動
す
る
の
が
一
般

的
で
す
。
ま
た
、
近
隣
で
は
、
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
場
周
辺
も
含
め
、
ヒ
グ
マ
の
出

没
の
可
能
性
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
歩
行

道
な
ど
の
整
備
に
つ
い
て
も
慎
重
に
な

ら
ざ
る
を
得
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

四
点
目
の
上
興
部
地
区
の
観
光
案
内

標
識
の
整
備
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す

が
、
現
在
、
鉄
道
資
料
館
の
案
内
看
板

は
す
で
に
国
道
に
あ
り
ま
す
こ
と
か

ら
、
現
時
点
で
新
た
な
設
置
な
ど
は
考

え
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
い
ず
れ
に
し
ま

し
て
も
、
本
年
度
、
観
光
団
体
の
設
置

に
向
け
て
村
と
し
て
も
支
援
し
て
お

り
、
観
光
団
体
の
設
置
が
実
現
さ
れ
れ

ば
、
道
の
駅
や
上
興
部
地
区
の
み
な
ら

ず
、
本
村
全
体
と
し
て
の
観
光
の
あ
り

方
に
つ
い
て
協
議
し
て
い
く
こ
と
に
な

り
ま
す
の
で
、
今
回
、
河
田
議
員
か
ら

い
た
だ
い
た
ご
意
見
も
含
め
、
ハ
ー
ド

面
、
ソ
フ
ト
面
の
双
方
か
ら
、
本
村
に

と
っ
て
の
観
光
の
あ
る
べ
き
姿
を
具
体

的
に
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

以
上
を
申
し
上
げ
、
河
田
議
員
の
ご

質
問
に
対
す
る
答
弁
と
い
た
し
ま
す
。

�

（
再
質
問　

河
田
宙
議
員
）

予
算
の
関
係
や
店
員
の
確
保
な
ど
に

課
題
が
あ
る
と
の
こ
と
で
し
た
が
、
大

規
模
な
改
修
を
直
ち
に
行
う
の
で
は
な

く
、
ま
ず
は
現
在
の
施
設
の
中
で
で
き

る
こ
と
か
ら
始
め
て
は
ど
う
で
し
ょ
う

か
。現

在
の
館
内
を
見
ま
す
と
、
展
示
物

な
の
か
販
売
物
な
の
か
、
利
用
者
か
ら

見
て
わ
か
り
に
く
い
も
の
が
あ
る
よ
う

に
思
い
ま
す
し
、
配
置
を
変
更
し
た

り
、
あ
ら
た
め
て
整
理
を
す
る
こ
と

で
、
新
た
な
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
で
き
る

可
能
性
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。

現
施
設
の
中
で
何
が
で
き
る
の
か
具

体
的
に
検
討
し
て
い
た
だ
き
ま
し
て
、

で
き
る
こ
と
か
ら
改
善
し
て
い
た
だ
け

た
ら
と
思
い
ま
す
。

あ
と
花
夢
と
上
興
部
鉄
道
資
料
館
と

の
一
体
的
な
観
光
に
つ
き
ま
し
て
は
、

新
し
い
施
設
を
作
る
こ
と
だ
け
が
観
光

振
興
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
今

あ
る
景
色
・
自
然
を
見
直
し
て
磨
き
上

げ
て
い
く
こ
と
も
重
要
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

鉄
道
資
料
館
の
案
内
看
板
に
つ
い
て

は
、
お
っ
し
ゃ
る
通
り
国
道
に
あ
り
ま

す
が
、
初
め
て
訪
れ
る
観
光
客
の
視
点

か
ら
、
位
置
や
大
き
さ
、
見
え
方
を
再

度
検
証
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
と
私
は
思
っ
て
お
り
ま
す
。

�

（
再
答
弁　

菊
池
村
長
）

ご
質
問
に
あ
っ
た
い
ず
れ
の
施
設

も
、
第
二
期
目
の
村
の
総
合
計
画
の
テ

ー
マ
で
あ
り
ま
す
、
人
と
人
が
触
れ
合

う
体
験
と
交
流
の
里
作
り
と
し
て
、
村

外
の
観
光
客
に
、
魅
力
あ
る
森
林
空
間

を
提
供
し
、
四
季
折
々
に
楽
し
め
、
山

村
の
自
然
空
間
を
演
出
し
た
フ
ラ
ワ
ー

パ
ー
ク
の
整
備
に
始
ま
り
、
そ
の
後
、

道
の
駅
に
も
加
工
実
習
室
な
ど
が
整
備

さ
れ
、
特
産
品
販
売
や
軽
食
の
提
供
を

通
じ
て
、
道
内
を
旅
す
る
ド
ラ
イ
バ
ー

な
ど
の
休
憩
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
こ
れ
ま

で
利
用
さ
れ
て
き
て
い
る
経
過
に
ご
ざ

い
ま
す
。

確
か
に
、
売
店
や
軽
食
提
供
と
し
て

の
部
分
に
つ
き
ま
し
て
は
、
少
し
劣
っ

て
い
る
と
感
じ
て
お
り
ま
す
し
、
特
産

品
の
販
売
に
つ
き
ま
し
て
も
、
現
状
で

は
極
一
部
の
も
の
し
か
無
い
状
況
で
ご

ざ
い
ま
す
。

今
後
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て
、
私
と

し
て
は
、
道
の
駅
だ
け
で
な
く
、
フ
ラ

ワ
ー
パ
ー
ク
や
鉄
道
資
料
館
も
含
め
、

全
体
的
に
本
村
の
観
光
の
あ
る
べ
き
姿

を
し
っ
か
り
と
検
証
し
た
中
で
、
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

本
年
度
、
自
立
化
支
援
セ
ン
タ
ー
に

委
託
し
ま
し
て
、
観
光
組
織
を
立
ち
上

げ
る
検
討
を
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
、

先
日
に
は
、
こ
れ
ま
で
三
ヶ
月
間
の
取

り
組
み
等
も
報
告
を
い
た
だ
い
た
と
こ

ろ
で
す
。

い
ず
れ
に
い
た
し
ま
し
て
も
、
西
興

部
村
の
知
名
度
向
上
や
観
光
客
の
呼
び

込
み
は
も
ち
ろ
ん
、
お
も
て
な
し
に
よ

っ
て
村
に
留
ま
る
方
々
の
満
足
度
を
充

実
さ
せ
る
た
め
、
こ
の
村
の
特
色
と
な

っ
て
お
り
ま
す
「
花
夢
」「
森
夢
」
そ

し
て
「
木
夢
」
と
い
っ
た
「
夢
施
設
」

の
連
携
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
し
、
そ
の
中
で
、
早
急
に

で
き
る
も
の
は
や
っ
た
方
が
い
い
と
思
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い
ま
す
の
で
、
今
後
検
討
し
て
ま
い
り

ま
す
。

■
子
育
て
世
帯
へ
の
支
援
に
つ
い
て

�

（
質
問
者　

河
田
宙
議
員
）

本
村
で
子
育
て
を
さ
れ
て
い
る
保
護

者
の
方
か
ら
、
子
ど
も
の
習
い
事
や
ス

ポ
ー
ツ
活
動
な
ど
の
た
め
、
名
寄
市
を

は
じ
め
と
し
た
村
外
へ
送
迎
し
て
い
る

と
い
う
話
を
耳
に
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。も

ち
ろ
ん
、
ど
の
よ
う
な
習
い
事
を

す
る
の
か
、
ど
の
よ
う
な
ス
ポ
ー
ツ
や

文
化
活
動
に
参
加
す
る
の
か
は
、
子
ど

も
本
人
や
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
が
選
択
す

る
も
の
で
す
。
そ
の
意
味
で
は
、「
各

家
庭
が
自
ら
選
択
し
て
行
っ
て
い
る
こ

と
で
あ
り
、
送
迎
に
つ
い
て
も
家
庭
の

責
任
で
は
な
い
か
」
と
い
う
考
え
方
も

あ
る
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
本
村
の
よ
う
な
小
規
模
自

治
体
で
は
、
都
市
部
と
同
じ
よ
う
に
多

種
多
様
な
習
い
事
、
ス
ポ
ー
ツ
、
文
化

活
動
な
ど
を
村
内
だ
け
で
提
供
す
る
こ

と
は
現
実
的
に
困
難
で
す
。
子
ど
も
が

何
か
に
興
味
を
持
ち
、「
や
っ
て
み
た

い
」
と
思
っ
て
も
、
村
内
に
そ
の
選
択

肢
が
な
け
れ
ば
村
外
へ
行
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
村
外
へ
通
う

た
め
に
は
、
多
く
の
場
合
公
共
交
通
機

関
の
時
間
的
制
約
か
ら
保
護
者
に
よ
る

自
家
用
車
で
の
送
迎
が
必
要
に
な
り
ま

す
。
そ
の
結
果
、
保
護
者
に
は
送
迎
に

要
す
る
時
間
と
労
力
、
ガ
ソ
リ
ン
代
な

ど
の
経
済
的
負
担
が
生
じ
ま
す
。
ま

た
、
本
村
で
は
冬
期
間
の
降
雪
や
路
面

状
況
な
ど
、
都
市
部
に
は
な
い
移
動
上

の
負
担
も
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
単
に
個
々
の
家
庭
が
習
い
事

を
選
択
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
る
負

担
だ
け
で
は
な
く
、
本
村
の
地
理
的
条

件
や
、
人
口
規
模
に
よ
っ
て
村
内
で
提

供
で
き
る
活
動
が
限
ら
れ
て
い
る
こ
と

に
よ
っ
て
生
じ
る
負
担
で
も
あ
る
と
考

え
ま
す
。

道
内
で
は
、
子
ど
も
の
学
習
、
文

化
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
な
ど
に
つ
い
て
支

援
制
度
を
設
け
て
い
る
自
治
体
が
あ
り

ま
す
。

例
え
ば
、
江
差
町
で
は
、
一
定
の
要

件
の
も
と
、
学
習
塾
だ
け
で
は
な
く
文

化
・
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
や
習
い
事
等
を

対
象
と
し
た
「
子
ど
も
の
未
来
応
援
事

業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
北

広
島
市
に
お
い
て
も
、
一
定
の
要
件
に

該
当
す
る
世
帯
の
中
学
生
を
対
象
に
、

学
習
塾
、
文
化
活
動
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど

の
習
い
事
費
用
を
助
成
す
る
制
度
が
あ

り
ま
す
。

こ
れ
ら
と
本
村
で
は
人
口
規
模
や
地

理
的
条
件
が
異
な
る
た
め
、
そ
の
制
度

を
そ
の
ま
ま
導
入
す
る
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。
む
し
ろ
、
西
興
部
村
の
実
情
に

合
っ
た
制
度
を
考
え
る
こ
と
が
重
要
で

す
。現

在
、
本
村
の
対
象
と
な
る
子
ど
も

の
数
そ
の
も
の
が
非
常
に
少
な
く
な
っ

て
い
ま
す
。
私
は
、
こ
の
人
数
の
少
な

さ
を
「
対
象
者
が
少
な
い
か
ら
支
援
す

る
必
要
が
な
い
」
と
捉
え
る
べ
き
で
は

な
い
と
思
い
ま
す
。
む
し
ろ
、
子
ど
も

の
人
数
が
少
な
い
小
規
模
自
治
体
だ
か

ら
こ
そ
、
一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も
が
何

に
興
味
を
持
ち
、
何
に
挑
戦
し
た
い
の

か
を
大
切
に
し
、
そ
の
可
能
性
を
地
域

全
体
で
支
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
子
ど
も
の

数
が
限
ら
れ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
制
度

設
計
に
よ
っ
て
は
大
都
市
で
は
難
し
い

き
め
細
か
な
支
援
を
、
小
規
模
自
治
体

で
あ
る
本
村
だ
か
ら
こ
そ
実
施
で
き
る

可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
単
な
る
「
習
い
事
へ
の
補

助
」
と
い
う
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

人
口
減
少
対
策
、
子
育
て
支
援
、
そ

し
て
若
い
世
代
の
定
住
と
い
う
観
点
か

ら
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
子
ど
も

の
教
育
や
ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
活
動
な
ど

の
選
択
肢
が
限
ら
れ
、
さ
ら
に
村
外
へ

通
わ
せ
る
た
め
の
負
担
が
大
き
い
と
い

う
状
況
が
続
け
ば
、
保
護
者
が
「
子
ど

も
を
育
て
る
の
で
あ
れ
ば
、
も
っ
と
選

択
肢
の
多
い
地
域
に
住
ん
だ
方
が
よ

い
」
と
考
え
る
こ
と
も
十
分
に
あ
り
得

ま
す
。

移
住
者
を
呼
び
込
む
政
策
も
重
要
で

す
が
、
現
在
こ
の
村
で
子
ど
も
を
育
て

て
い
る
家
庭
に
、「
こ
れ
か
ら
も
西
興

部
村
で
子
育
て
を
続
け
た
い
」
と
思
っ

て
い
た
だ
け
る
環
境
を
つ
く
る
こ
と

も
、
同
じ
よ
う
に
重
要
な
定
住
対
策
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
こ
で
、
次
の
四
点
に
つ
い
て
お
伺

い
致
し
ま
す
。

①
村
で
は
、子
ど
も
が
村
外
の
習
い
事
、

ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
活
動
等
に
参
加
す

る
た
め
に
、
保
護
者
が
ど
の
程
度
村

外
へ
の
送
迎
を
行
っ
て
い
る
の
か
、

ま
た
、
そ
れ
に
伴
う
時
間
的
・
経
済

的
負
担
に
つ
い
て
実
態
を
把
握
し
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

把
握
し
て
い
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
ま

ず
保
護
者
を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー

ト
等
を
行
い
、
ど
の
地
域
へ
、
何
の

た
め
に
、
月
何
回
程
度
通
っ
て
い
る

の
か
、
ど
の
程
度
の
負
担
を
感
じ
て

い
る
の
か
な
ど
、
実
態
を
把
握
し
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

②
村
内
で
は
受
け
る
こ
と
の
で
き
な
い

習
い
事
や
ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
活
動
等

に
子
ど
も
が
参
加
す
る
場
合
、
交
通

費
や
活
動
費
等
の
一
部
を
支
援
す
る

制
度
を
創
設
す
る
考
え
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。制
度
を
設
け
る
場
合
に
は
、

対
象
年
齢
、
対
象
と
な
る
活
動
、
村

外
で
な
け
れ
ば
受
け
ら
れ
な
い
活
動

で
あ
る
こ
と
、
利
用
回
数
、
年
間
上

限
額
な
ど
一
定
の
基
準
を
設
け
る
こ

と
で
、
公
平
性
を
確
保
す
る
こ
と
も

可
能
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

③	
個
々
の
家
庭
へ
の
金
銭
的
な
補
助
だ

け
で
は
な
く
、
同
じ
地
域
や
同
じ
活

動
へ
通
う
子
ど
も
が
複
数
い
る
場
合

の
送
迎
方
法
な
ど
、
保
護
者
の
負
担

を
軽
減
す
る
仕
組
み
に
つ
い
て
も
検

討
す
る
考
え
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

④
こ
の
よ
う
な
支
援
を
単
な
る
教
育
・

ス
ポ
ー
ツ
施
策
と
し
て
で
は
な
く
、

「
西
興
部
村
に
住
み
な
が
ら
安
心
し

て
子
ど
も
を
育
て
る
こ
と
が
で
き

る
」
と
い
う
、
子
育
て
世
代
の
定
住

施
策
の
一
つ
と
し
て
位
置
付
け
て
検

討
す
る
考
え
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

�

（
答
弁　

飯
束
教
育
長
）

た
だ
い
ま
の
、
河
田
議
員
の
ご
質
問

に
お
答
え
い
た
し
ま
す
。

議
員
ご
指
摘
の
と
お
り
、
本
村
の
よ

う
な
小
規
模
自
治
体
で
は
、
人
口
規
模

や
地
理
的
条
件
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
が

希
望
す
る
様
々
な
習
い
事
や
ス
ポ
ー

ツ
、
文
化
活
動
等
を
村
内
で
す
べ
て
提

供
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
村
外
で
の
活

動
に
伴
う
保
護
者
の
送
迎
な
ど
が
必
要

と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
認
識
し
て
お
り

ま
す
。

ま
た
、
子
ど
も
が
興
味
や
関
心
を
持

っ
た
こ
と
に
挑
戦
し
、
そ
の
可
能
性
を

伸
ば
し
て
い
く
こ
と
は
、
大
切
な
こ
と

で
あ
り
、
そ
の
機
会
を
ど
の
よ
う
に
確

保
し
て
い
く
か
と
い
う
視
点
も
重
要
で

あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

一
方
、
本
村
で
は
こ
れ
ま
で
も
、
エ

ン
ゼ
ル
祝
い
金
、
子
ど
も
の
医
療
費
助

成
、
保
育
料
や
学
校
給
食
費
の
無
償

化
、
各
種
ワ
ク
チ
ン
接
種
助
成
、
高
等
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学
校
等
へ
の
通
学
費
等
の
支
援
、
ス
ポ

ー
ツ
・
文
化
活
動
に
お
け
る
大
会
出
場

へ
の
支
援
、
大
学
等
進
学
に
対
す
る
奨

学
金
給
付
、
奨
学
金
返
還
支
援
な
ど
、

子
育
て
世
帯
の
負
担
軽
減
と
子
ど
も
の

成
長
を
支
え
る
こ
と
を
重
要
な
施
策
と

し
て
、
早
い
段
階
か
ら
様
々
な
支
援
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
取
組
を
継
続
し
な
が
ら
、

今
後
も
子
ど
も
や
子
育
て
世
帯
の
状
況

を
踏
ま
え
、
本
村
の
実
情
に
応
じ
た
子

育
て
・
教
育
環
境
の
充
実
に
努
め
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
お

り
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
四
点
の
ご
質
問
に
お
答

え
い
た
し
ま
す
。

一
点
目
の
村
外
で
の
習
い
事
や
ス
ポ

ー
ツ
、
文
化
活
動
等
に
伴
う
保
護
者
負

担
の
実
態
把
握
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。

教
育
委
員
会
で
は
、
小
規
模
自
治
体

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
学
校
や
保
護
者
と

の
日
常
的
な
関
わ
り
を
通
じ
て
、
児
童

生
徒
の
村
外
で
の
習
い
事
や
ス
ポ
ー

ツ
、
文
化
活
動
へ
の
参
加
状
況
に
つ
い

て
は
概
ね
把
握
し
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
保
護
者
の
送
迎
に
要
す
る
具
体
的

な
時
間
や
交
通
費
な
ど
の
負
担
に
つ
い

て
は
、
今
後
も
様
々
な
機
会
を
通
じ
て

必
要
な
情
報
を
把
握
し
、
子
育
て
・
教

育
施
策
を
考
え
る
上
で
の
参
考
と
し
て

ま
い
り
ま
す
。

次
に
、
二
点
目
の
支
援
制
度
及
び
三

点
目
の
送
迎
方
法
に
つ
い
て
で
あ
り
ま

す
。子

ど
も
の
活
動
機
会
を
確
保
す
る
こ

と
、
ま
た
、
子
ど
も
を
安
心
し
て
育
て

る
こ
と
が
で
き
る
環
境
を
整
え
る
こ
と

は
、
子
育
て
世
帯
の
定
住
を
考
え
る
上

で
も
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
ま

す
。一

方
、
習
い
事
や
ス
ポ
ー
ツ
、
文
化

活
動
等
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
が
選
択

し
て
参
加
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
費

用
を
公
費
で
支
援
す
る
こ
と
や
、
行
政

が
送
迎
を
担
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
公

平
性
や
公
費
負
担
と
保
護
者
負
担
の
バ

ラ
ン
ス
、
安
全
管
理
な
ど
の
観
点
か

ら
、
慎
重
に
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
既
存
の
支
援
策
と

の
バ
ラ
ン
ス
や
優
先
順
位
も
踏
ま
え
、

現
時
点
で
村
外
で
の
習
い
事
等
を
対
象

と
し
た
新
た
な
補
助
制
度
や
行
政
に
よ

る
送
迎
を
直
ち
に
実
施
す
る
考
え
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
今
後
も
本
村
の
実
情
や

子
育
て
世
帯
の
状
況
を
踏
ま
え
、
本
村

に
と
っ
て
必
要
か
つ
効
果
的
な
支
援
の

在
り
方
に
つ
い
て
考
え
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
四
点
目
の
定
住
施
策
と
し
て

の
位
置
づ
け
に
つ
き
ま
し
て
は
、
習
い

事
へ
の
支
援
だ
け
に
限
ら
ず
、
教
育
、

医
療
、
福
祉
、
交
通
な
ど
、
子
育
て
世

帯
が
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
く
た
め
の

様
々
な
要
素
を
総
合
的
に
考
え
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
今
後
も
引
き
続
き
、
子
育
て
世

帯
の
声
に
耳
を
傾
け
、
教
育
委
員
会
は

も
と
よ
り
、
関
連
す
る
保
健
福
祉
課
な

ど
と
も
連
携
し
、
定
住
に
つ
な
が
る
公

平
か
つ
効
果
的
な
施
策
の
在
り
方
に
つ

い
て
考
え
て
ま
い
り
ま
す
。

以
上
、
四
点
に
つ
い
て
お
答
え
い
た

し
ま
し
た
が
、
今
後
も
本
村
の
実
情
や

子
育
て
世
帯
の
状
況
を
踏
ま
え
な
が

ら
、
既
存
の
支
援
策
と
の
バ
ラ
ン
ス
や

公
費
負
担
と
保
護
者
負
担
の
あ
り
方
を

考
え
、
本
村
に
と
っ
て
必
要
か
つ
効
果

的
な
子
育
て
・
教
育
環
境
の
充
実
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

以
上
申
し
上
げ
、
河
田
議
員
の
ご
質

問
に
対
す
る
答
弁
と
い
た
し
ま
す
。
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本
村
で
は
、
そ
も
そ
も
選
択
肢
が
少

な
い
、
あ
る
い
は
無
い
た
め
、
子
ど
も

が
こ
れ
を
や
っ
て
み
た
い
と
思
っ
た
と

き
に
は
村
外
ま
で
行
か
な
け
れ
ば
そ
の

機
会
を
得
ら
れ
な
い
場
合
が
多
々
あ
る

か
と
思
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
保
護
者
が
車
で
送
迎

し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
時
間
的
負
担
、

燃
料
費
な
ど
経
済
的
負
担
に
加
え
て
、

特
に
冬
季
間
の
運
転
も
大
き
な
負
担
で

す
。こ

れ
は
、
子
ど
も
た
ち
の
選
択
の
機

会
を
ど
の
よ
う
に
保
障
し
、
子
育
て
世

帯
に
西
興
部
村
に
住
み
続
け
た
い
と
思

っ
て
も
ら
え
る
環
境
を
ど
う
作
っ
て
い

く
の
か
と
い
う
、
定
住
政
策
に
も
関
係

す
る
問
題
だ
と
私
は
考
え
て
お
り
ま
す
。

公
費
に
よ
る
支
援
に
つ
い
て
、
確
か

に
公
平
性
は
重
要
で
す
。

一
方
で
私
は
全
員
に
同
じ
支
援
を
す

る
こ
と
だ
け
が
公
平
で
は
な
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

西
興
部
村
と
い
う
地
理
的
状
況
に
よ

っ
て
生
じ
る
不
利
益
を
少
し
で
も
小
さ

く
す
る
こ
と
も
、
行
政
に
お
け
る
公
平

性
の
一
つ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か

多
少
不
便
な
地
域
で
あ
っ
て
も
、
村

が
そ
れ
を
補
っ
て
く
れ
る
と
感
じ
て
も

ら
え
る
政
策
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

大
き
な
制
度
を
一
度
に
作
る
必
要
は

な
い
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
実
態
調
査
を
し
て
、
で
き
る
こ

と
か
ら
一
つ
ず
つ
始
め
て
い
た
だ
き
、

そ
の
結
果
を
検
証
し
、
必
要
で
あ
れ
ば

制
度
を
少
し
ず
つ
広
げ
て
い
く
。

人
口
約
九
三
〇
人
と
い
う
小
さ
な
自

治
体
だ
か
ら
こ
そ
、
住
民
一
人
一
人
の

声
を
把
握
し
、
比
較
的
早
く
ス
ピ
ー
デ

ィ
ー
に
実
行
に
移
せ
る
と
い
う
強
み
も

あ
る
か
と
思
い
ま
す
。

こ
ち
ら
は
村
長
に
伺
い
ま
す
。
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本
村
は
こ
れ
ま
で
、
子
育
て
支
援
の

施
策
と
い
た
し
ま
し
て
、
早
い
段
階
か

ら
様
々
な
支
援
に
取
り
組
み
、
私
が
村

政
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
い
た
前
年
の
、

平
成
二
六
年
に
子
ど
も
子
育
て
支
援
法

が
制
定
さ
れ
て
以
降
、
学
校
給
食
費
の

無
償
化
や
エ
ン
ゼ
ル
祝
金
の
拡
充
に
す

ぐ
に
着
手
い
た
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
保
育
料
無
償
化
事
業
や
乳

幼
児
紙
オ
ム
ツ
等
の
購
入
費
助
成
事

業
、
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
、
安
心
出

産
支
援
事
業
、
近
年
で
は
高
校
通
学
費

等
補
助
事
業
の
拡
充
や
、
大
学
等
の
奨

学
金
給
付
事
業
、
ま
た
奨
学
金
の
返
還

金
支
援
事
業
と
、
妊
娠
・
出
産
・
子
育

て
・
教
育
と
い
っ
た
切
れ
目
の
な
い
支

援
策
を
他
の
自
治
体
よ
り
も
早
く
政
策

の
実
現
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
し
、

こ
れ
ら
の
子
育
て
支
援
施
策
や
医
療
介

護
福
祉
に
対
す
る
政
策
、
ま
た
は
産
業

振
興
な
ど
、
村
全
体
の
施
策
を
考
え
、

必
要
か
つ
効
果
的
な
住
民
へ
の
支
援
に

つ
い
て
優
先
順
序
を
十
分
に
検
討
し
な

が
ら
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

し
た
。

ご
質
問
に
あ
り
ま
す
習
い
事
な
ど
に

対
す
る
こ
と
に
関
し
ま
す
と
、
確
か
に

ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

た
だ
い
ま
申
し
上
げ
た
よ
う
な
様
々
な

事
業
を
総
体
的
に
考
え
る
と
、
他
の
自

治
体
と
比
較
し
ま
し
て
も
、
充
実
し
て

い
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
ど
う
し
て
も
具
体

的
に
行
き
届
い
て
い
な
い
部
分
に
つ
い

て
も
、
何
と
か
考
え
て
欲
し
い
と
い
う

住
民
か
ら
の
声
と
い
う
の
は
、
当
然
の

要
望
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
今
後
も
、

子
育
て
世
帯
は
も
ち
ろ
ん
、
村
民
が
安

心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
よ

う
、
総
合
的
に
必
要
な
政
策
を
検
討
し

て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
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■
猟
友
会
の
連
携
に
つ
い
て
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猟
友
会
の
連
携
に
つ
い
て
ご
質
問
い

た
し
ま
す
。

今
年
も
各
地
で
熊
の
出
没
、
被
害
が

報
道
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
西
興
部
村
も

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
動
画
で
母
熊
が
デ
ン
ト

コ
ー
ン
畑
に
電
気
柵
を
く
ぐ
り
抜
け
侵

入
し
て
い
る
動
画
が
出
て
お
り
ま
し

た
。
そ
の
横
に
は
子
熊
が
い
て
母
グ
マ

の
後
を
追
っ
て
き
っ
と
入
っ
た
ん
だ
と

思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
ま
だ
ま
だ
熊

の
出
没
、
被
害
が
報
道
さ
れ
る
と
思
い

ま
す
。
村
で
は
ベ
テ
ラ
ン
ハ
ン
タ
ー
の

方
が
若
い
人
に
ク
マ
撃
ち
を
指
導
し
て

い
る
よ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
こ
で
興
部
支
部
の
そ
れ
ぞ
れ
の
部

会
で
対
応
で
き
な
い
事
案
が
発
生
し
た

場
合
に
各
部
会
が
協
力
で
き
る
よ
う
に

協
定
を
結
ん
で
皆
さ
ん
で
協
力
し
て
も

ら
え
な
い
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
を
村

か
ら
お
願
い
し
て
は
ど
う
か
と
思
い
ま

す
け
ど
、
村
長
の
考
え
を
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。
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た
だ
い
ま
の
、
吉
水
議
員
の
ご
質
問

に
お
答
え
し
ま
す
。

近
年
、
全
国
各
地
で
熊
の
出
没
が
相

次
ぎ
、
役
場
に
報
告
さ
れ
た
村
内
で
の

目
撃
情
報
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
は
一

年
間
で
五
八
頭
で
し
た
が
、
今
年
度
は

八
月
末
現
在
で
八
六
頭
と
増
加
し
て
お

り
ま
す
。

ま
た
、
捕
獲
頭
数
に
つ
い
て
も
昨
年

度
は
一
年
間
で
二
八
頭
で
し
た
が
、
今

年
度
は
八
月
末
現
在
で
既
に
二
五
頭
と

な
っ
て
お
り
、
昨
年
度
よ
り
増
加
す
る

も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

全
国
的
に
猟
友
会
の
会
員
が
高
齢
化

し
後
継
者
問
題
に
直
面
し
て
い
る
中
、

西
興
部
村
猟
友
会
に
お
い
て
は
若
い
ハ

ン
タ
ー
が
増
え
て
お
り
、
現
在
、
会
員

三
二
名
中
、
銃
免
許
所
持
者
は
一
九
名

と
な
っ
て
お
り
、
ベ
テ
ラ
ン
ハ
ン
タ
ー

が
若
手
の
育
成
指
導
に
あ
た
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

ご
質
問
の
興
部
支
部
で
の
協
力
体
制

に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨
今
の
増
え
続
け

て
い
る
熊
の
生
活
圏
へ
の
出
没
状
況
か

ら
、
各
猟
友
会
の
会
員
全
て
が
対
応
で

き
る
も
の
で
は
な
く
、
特
に
緊
急
を
要

す
る
市
街
地
へ
の
出
没
に
は
部
会
の
み

で
は
対
応
が
困
難
な
こ
と
も
予
想
さ

れ
、
既
に
猟
友
会
興
部
支
部
長
並
び
に

各
部
会
長
名
で
ヒ
グ
マ
捕
獲
体
制
の
強

化
と
し
て
、
連
携
し
た
取
組
み
に
対
す

る
要
請
が
来
て
お
り
、
現
在
、
関
係
町

と
協
議
の
上
、
協
定
書
の
内
容
を
整
理

検
討
中
で
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
総
合
振
興
局

及
び
紋
別
警
察
署
と
の
確
認
を
受
け
る

な
ど
、
今
年
度
中
の
早
い
段
階
で
協
力

体
制
構
築
に
向
け
努
め
て
参
り
ま
す
。

以
上
を
申
し
上
げ
、
吉
水
議
員
の
ご

質
問
に
対
す
る
答
弁
と
い
た
し
ま
す
。

■
村
厚
生
診
療
所
医
師
の
後
任
つ
い
て
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村
厚
生
診
療
所
医
師
の
後
任
つ
い
て

ご
質
問
い
た
し
ま
す
。

現
在
の
診
療
所
医
師
が
早
々
に
来
年

三
月
末
で
退
職
す
る
旨
を
診
療
所
待
合

ロ
ビ
ー
と
診
察
室
の
前
の
壁
に
掲
出
さ

れ
ま
し
た
。
診
療
所
の
患
者
の
み
な
さ

ん
は
び
っ
く
り
し
た
ん
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

現
在
、
村
も
後
任
医
師
の
確
保
に
努

力
し
て
い
る
最
中
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

そ
こ
で
現
段
階
で
村
民
の
み
な
さ
ん

に
お
知
ら
せ
で
き
る
こ
と
が
あ
る
な
ら

お
知
ら
せ
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す

が
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
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た
だ
い
ま
の
吉
水
議
員
の
ご
質
問
に

お
答
え
い
た
し
ま
す
。

西
興
部
厚
生
診
療
所
馬
場
所
長
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
平
成
三
〇
年
四
月
の

就
任
以
来
、
来
年
三
月
を
も
っ
て
丸
九

年
と
な
り
ま
す
。

こ
の
間
、
特
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
へ
の
対
応
に
お
い
て
は
、
前

例
の
な
い
困
難
な
状
況
の
中
、
村
民
の

命
と
健
康
を
守
る
た
め
、
多
大
な
る
ご

尽
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

の
陣
頭
指
揮
を
執
っ
て
い
た
だ
く
な

ど
、
迅
速
か
つ
的
確
に
対
応
い
た
だ
き

ま
し
た
。

さ
ら
に
、
通
常
診
療
に
加
え
、
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
、
肺
炎
球
菌
ワ

ク
チ
ン
、
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
な
ど
、

各
種
予
防
接
種
の
推
進
に
も
ご
尽
力
い

た
だ
き
、
村
民
の
健
康
維
持
に
大
き
く

貢
献
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
改

め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

今
回
の
退
任
に
つ
き
ま
し
て
は
、
誠

に
残
念
で
は
あ
り
ま
す
が
、
ご
本
人
の

ご
意
向
を
尊
重
し
、
退
任
を
了
承
し
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

ご
質
問
の
厚
生
診
療
所
医
師
の
後
任

に
つ
い
て
は
、
現
在
、
北
海
道
地
域
医

療
振
興
財
団
と
医
師
確
保
に
つ
い
て
協

議
を
行
い
、
同
財
団
の
医
師
紹
介
制
度

と
日
本
医
師
会
ド
ク
タ
ー
バ
ン
ク
を
活

用
し
て
、
本
年
七
月
か
ら
後
任
医
師
の

募
集
を
開
始
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

ま
た
、
現
在
、
求
人
情
報
を
ご
覧
に

な
っ
た
医
師
か
ら
四
件
の
問
い
合
わ
せ

が
あ
り
、
こ
の
う
ち
一
件
に
つ
い
て

は
、
診
療
所
の
視
察
希
望
が
あ
り
、
理

事
者
と
の
面
談
も
行
い
ま
し
た
が
、
そ

の
後
の
応
募
に
は
至
っ
て
お
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
残
る
三
件
の
う
ち
二
件
に

つ
い
て
も
、
地
理
的
条
件
や
診
療
内
容

な
ど
の
条
件
面
が
合
わ
ず
、
応
募
に
は

結
び
付
い
て
お
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
残
る
一
件
に
つ
い
て
は
、
現

在
も
協
議
を
進
め
て
お
り
ま
す
が
、
現

時
点
で
は
後
任
医
師
の
確
保
に
は
至
っ

て
お
り
ま
せ
ん
。

今
後
も
、
北
海
道
地
域
医
療
振
興
財

団
や
日
本
医
師
会
ド
ク
タ
ー
バ
ン
ク
等

と
連
携
し
な
が
ら
、
引
き
続
き
後
任
医

師
の
確
保
に
努
め
、
村
民
の
皆
様
が
安

心
し
て
診
療
を
受
け
ら
れ
る
体
制
の
維

持
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

ま
た
、
村
民
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ

で
き
る
段
階
と
な
り
ま
し
た
ら
、
適
切

に
お
知
ら
せ
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

以
上
を
申
し
上
げ
、
吉
水
議
員
の
ご

質
問
に
対
す
る
答
弁
と
い
た
し
ま
す
。

■
村
政
三
期
目
を
振
り
返
っ
て

�

（
質
問
者　

佐
久
間
純
一
議
員
）

菊
池
村
長
の
三
期
目
の
村
政
運
営
を

振
り
返
る
と
と
も
に
、
今
後
の
村
政
に

つ
い
て
質
問
い
た
し
ま
す
。

菊
池
村
長
が
平
成
二
七
年
二
月
に
就

任
さ
れ
て
か
ら
、
来
年
一
月
末
で
三
期

一
二
年
が
経
と
う
と
し
て
い
ま
す
。

令
和
五
年
二
月
か
ら
の
三
期
目
就
任

の
時
期
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

全
国
的
な
感
染
が
よ
う
や
く
収
束
に
向

か
っ
て
い
た
と
は
い
え
、
ま
だ
ま
だ
予

断
の
許
さ
な
い
状
況
で
あ
り
、「
感
染

防
止
と
地
域
経
済
の
回
復
の
両
立
」
と

い
っ
た
、
大
変
困
難
な
村
政
運
営
を
求

め
ら
れ
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
あ
っ
た
と
推

測
い
た
し
ま
す
が
、
厚
生
診
療
所
の
馬

場
医
師
と
の
連
携
に
よ
る
速
や
か
な
ワ

ク
チ
ン
接
種
体
制
の
構
築
や
、
国
の
臨

時
交
付
金
を
活
用
し
た
積
極
的
な
経
済
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対
策
な
ど
に
よ
り
、
そ
の
困
難
を
乗
り

越
え
た
こ
と
は
、
極
め
て
高
く
評
価
さ

れ
る
も
の
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
落

ち
着
い
た
後
も
、
世
界
情
勢
の
影
響
を

受
け
た
物
価
高
騰
が
長
引
き
、
村
民
の

暮
ら
し
に
も
大
き
な
影
響
が
あ
っ
た
と

こ
ろ
で
す
が
、
国
の
経
済
対
策
を
有
効

に
活
用
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
村
単
独

の
予
算
も
積
極
的
に
投
入
し
な
が
ら
、

村
民
一
人
ひ
と
り
に
対
す
る
地
域
振
興

券
の
発
行
や
、
基
幹
産
業
で
あ
る
酪
農

業
の
飼
料
高
騰
対
策
、
中
小
企
業
に
対

す
る
燃
料
費
支
援
、
福
祉
介
護
施
設
の

食
材
費
へ
の
支
援
な
ど
、
大
変
幅
広

く
、
さ
ら
に
は
他
の
自
治
体
よ
り
も
ス

ピ
ー
デ
ィ
ー
に
対
策
を
打
ち
出
し
、
実

行
さ
れ
た
こ
と
も
大
変
評
価
す
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
西
興
部
村
に
は
、

歯
止
め
の
か
か
ら
な
い
人
口
減
少
や
少

子
高
齢
化
、
各
分
野
に
お
け
る
人
材
不

足
な
ど
の
課
題
が
山
積
し
て
お
り
ま
す
。

わ
た
く
し
は
、
菊
池
村
長
の
こ
れ
ま

で
の
実
績
に
基
づ
く
豊
富
な
経
験
が
、

ま
だ
ま
だ
こ
の
村
に
は
必
要
だ
と
感
じ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
菊
池

村
長
は
、
四
期
目
と
し
て
、
引
き
続
き

村
政
を
担
う
考
え
が
あ
る
の
か
お
伺
い

し
、
質
問
と
い
た
し
ま
す
。

�

（
答
弁　

菊
池
村
長
）

た
だ
い
ま
の
佐
久
間
議
員
の
ご
質
問

に
お
答
え
い
た
し
ま
す
。

我
が
国
の
社
会
・
経
済
情
勢
は
依
然

と
し
て
先
行
き
不
透
明
で
あ
り
、
世
界

的
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を
襲
っ
た
新
型
コ
ロ

ナ
は
終
息
し
た
も
の
の
、
ロ
シ
ア
に
よ

る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
侵
攻
、
イ
ラ
ン
戦

争
の
長
期
化
か
ら
、
世
界
情
勢
が
不
安

定
な
状
況
に
あ
り
、
原
油
は
じ
め
エ
ネ

ル
ギ
ー
や
小
麦
な
ど
の
物
不
足
に
陥

り
、
あ
ら
ゆ
る
品
物
の
価
格
高
騰
を
招

き
、
住
民
生
活
は
大
変
厳
し
い
状
況
が

続
い
て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
中
で
、
令
和
五
年
一
月
に

こ
れ
ま
で
掲
げ
て
参
り
ま
し
た
「
美
し

く
住
み
よ
い
活
力
あ
る
村
づ
く
り
」
を

目
指
す
た
め
、
村
民
皆
様
方
の
ご
支
援

を
賜
り
三
期
目
の
村
政
を
担
わ
せ
て
頂

き
、「
村
民
の
夢
叶
う
村
づ
く
り
」
の

四
つ
の
重
点
施
策
実
現
に
向
け
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

こ
の
四
年
間
の
政
策
を
振
り
返
り
ま

す
と
、
人
口
減
少
対
策
と
し
て
、
バ
イ

オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
事
業
の
推
進
を
概
ね

計
画
通
り
に
進
め
、
新
規
就
農
者
二
名

の
酪
農
継
承
を
実
現
さ
せ
、
基
幹
産
業

の
維
持
に
努
め
て
参
り
ま
し
た
。
地
域

福
祉
の
充
実
に
向
け
て
は
、
特
養
興
楽

園
・
清
流
の
里
・
ケ
ア
ハ
ウ
ス
の
福
祉

施
設
に
対
し
て
、
厳
し
い
経
営
状
況
を

踏
ま
え
て
運
営
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
し
た
。

健
康
増
進
と
医
療
の
充
実
で
は
、
帯

状
疱
疹
や
Ｈ
Ｐ
Ｖ
な
ど
ワ
ク
チ
ン
接
種

の
拡
充
や
、
整
形
外
科
と
循
環
器
内
科

の
専
門
医
師
招
へ
い
の
充
実
、
診
療
所

の
電
子
カ
ル
テ
更
新
や
エ
コ
ー
診
断
装

置
の
導
入
、
歯
科
診
療
所
へ
の
ユ
ニ
ッ

ト
更
新
な
ど
、
住
民
の
健
康
を
守
る
取

り
組
み
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

高
齢
者
福
祉
の
充
実
で
は
、
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
の
強
化
や
福
祉
有
償
運
送

事
業
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
、
福
祉

施
設
の
看
護
師
・
介
護
士
や
外
国
人
介

護
士
の
受
入
な
ど
、
人
材
確
保
に
対
す

る
補
助
な
ど
に
支
援
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。美

し
い
村
づ
く
り
で
は
、
脱
炭
素
化

の
取
り
組
み
と
し
て
公
共
施
設
の
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
を
進
め
る
と
共
に
、
空
き
家
解
体

事
業
や
色
彩
統
一
へ
の
補
助
に
よ
る
景

観
形
成
の
促
進
を
、
道
路
整
備
で
は
、

国
道
二
三
九
号
線
の
天
北
峠
改
良
は
じ

め
、
道
道
上
藻
地
区
の
線
形
改
良
や
忍

路
子
入
り
口
の
改
良
工
事
と
、
村
道
・

林
道
の
改
良
も
進
め
て
参
り
ま
し
た
。

ま
た
、
森
林
公
園
の
大
規
模
改
修
に
も

取
り
組
み
、
子
ど
も
連
れ
の
家
族
や
キ

ャ
ン
プ
客
が
徐
々
に
増
え
始
め
、
交
流

人
口
の
拡
大
に
も
努
め
た
と
こ
ろ
で
す
。

人
を
育
む
村
づ
く
り
で
は
、
集
落
自

立
化
支
援
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
子
ど
も
の

居
場
所
づ
く
り
や
、
誰
も
が
集
い
く
つ

ろ
げ
る
村
民
交
流
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
形

成
の
支
援
、
人
材
確
保
と
し
て
は
Ｓ
Ｎ

Ｓ
広
告
配
信
事
業
の
実
施
や
、
旭
川
市

な
ど
近
隣
で
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
に
よ
る

来
訪
者
促
進
に
努
め
ま
し
た
。

子
ど
も
達
の
夢
を
応
援
す
る
た
め

に
、
大
学
や
専
門
校
に
進
学
す
る
学
生

に
対
し
奨
学
金
制
度
を
導
入
す
る
と
共

に
、
大
学
生
の
奨
学
金
返
還
支
援
や
村

就
職
者
へ
の
引
っ
越
し
支
援
な
ど
、
新

た
な
支
援
制
度
も
導
入
い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
昨
年
は
、
明
治
三
七
年
に
初
め

て
開
墾
の
鍬
が
入
れ
ら
れ
、
大
正
一
四

年
に
興
部
村
か
ら
分
村
し
行
政
ス
タ
ー

ト
か
ら
一
〇
〇
年
の
節
目
を
迎
え
、
記

念
行
事
と
し
て
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
や
催

し
物
を
行
い
、
一
〇
月
に
は
村
民
は
じ

め
多
く
の
来
賓
者
を
お
招
き
し
、
記
念

式
典
を
盛
大
に
開
催
し
、
こ
れ
ま
で
の

歩
み
を
振
り
返
る
と
共
に
、
未
来
へ
の

決
意
も
確
認
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
様
に
、
三
期
目
の
四
年
間
は
村

民
の
安
心
と
安
全
な
暮
ら
し
を
守
り
、

村
の
持
続
的
発
展
の
た
め
に
、
私
と
し

て
は
最
善
の
村
政
運
営
に
努
め
て
参
り

ま
し
た
が
、
福
祉
施
設
で
の
相
次
ぐ
不

適
切
に
よ
る
事
案
や
、
村
の
元
職
員
が

不
祥
事
件
で
逮
捕
さ
れ
る
な
ど
、
村
民

へ
の
信
頼
を
損
な
う
大
き
な
問
題
が
起

き
て
し
ま
い
、
な
か
な
か
思
う
よ
う
な

結
果
に
な
ら
な
か
っ
た
の
も
現
実
で
あ

り
ま
す
。

こ
う
し
た
施
策
の
取
り
組
み
に
も
、

コ
ロ
ナ
禍
以
降
の
村
外
へ
の
社
会
流
出

者
が
予
想
以
上
に
進
み
、
直
近
の
住
民

基
本
台
帳
に
よ
る
人
口
が
九
三
〇
人
と

な
り
、
こ
の
三
期
一
二
年
間
で
人
口
が

二
〇
〇
人
、
一
三
％
以
上
も
減
少
し
、

第
五
期
村
総
合
計
画
の
目
標
値
で
あ
る

人
口
一
、
〇
〇
〇
人
の
維
持
に
つ
い
て

は
目
標
を
大
き
く
下
回
り
、
人
口
減
少

は
、
働
き
手
の
確
保
、
児
童
生
徒
の
減

少
に
伴
う
学
校
教
育
、
地
域
経
済
の
維

持
な
ど
、
村
の
将
来
に
関
わ
る
深
刻
な

課
題
を
残
し
た
と
反
省
も
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

さ
て
、
引
き
続
き
四
期
目
の
村
政
を

担
う
考
え
が
あ
る
の
か
と
の
ご
質
問
で

あ
り
ま
す
が
、
就
任
以
来
、
産
業
振
興

や
基
盤
整
備
の
取
り
組
み
、
子
育
て
支

援
の
充
実
や
高
齢
者
・
障
が
い
者
福
祉

の
充
実
支
援
な
ど
、
積
極
的
な
施
策
の

取
り
組
み
に
よ
り
村
づ
く
り
の
基
礎
を

築
く
こ
と
が
私
な
り
に
は
出
来
た
も
の

と
判
断
し
て
お
り
、
こ
の
四
年
間
を
一

つ
の
区
切
り
と
し
て
こ
れ
ま
で
取
り
組

ん
で
参
り
ま
し
た
。

村
の
将
来
は
、
一
人
の
首
長
の
考
え

だ
け
で
決
ま
る
も
の
で
は
無
く
、
村

民
、
議
会
、
行
政
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割

を
果
た
し
、
力
を
合
わ
せ
な
が
ら
築
い

て
い
く
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
の
世

の
中
は
、
Ａ
Ｉ
や
Ｄ
Ｘ
な
ど
の
情
報
技

術
が
日
々
進
歩
す
る
中
、
そ
れ
が
適
応

で
き
る
若
い
世
代
に
担
っ
て
い
た
だ
き

た
い
と
考
え
ま
す
し
、
村
の
未
来
、
維

持
発
展
に
つ
な
が
る
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。し

か
し
な
が
ら
、
た
だ
い
ま
佐
久
間

議
員
か
ら
は
、
人
口
減
少
や
少
子
高
齢

化
に
伴
う
働
き
手
と
人
材
不
足
な
ど
課
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題
山
積
の
中
に
お
い
て
、
私
の
力
が
ま

だ
ま
だ
必
要
で
あ
る
と
の
言
葉
も
い
た

だ
き
、
後
援
会
の
幹
部
の
方
か
ら
も
村

の
た
め
に
も
う
一
期
、
村
政
の
舵
取
り

を
担
っ
て
欲
し
い
と
の
話
も
伺
い
、
大

変
有
り
難
く
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い

で
あ
り
ま
す
。

最
大
の
課
題
で
あ
る
人
口
減
少
問
題

は
じ
め
、
地
域
産
業
の
振
興
や
第
三
セ

ク
タ
ー
並
び
に
福
祉
施
設
の
運
営
改

善
、
診
療
所
医
師
確
保
、
公
共
施
設
等

の
適
正
管
理
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
山
積

す
る
な
か
で
、
次
の
世
代
に
引
き
継
ぐ

に
も
現
段
階
に
お
い
て
は
中
々
難
し
い

と
の
声
も
聞
き
ま
す
し
、
議
員
は
じ

め
、
村
民
皆
様
の
多
く
の
方
か
ら
私
へ

の
声
が
あ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
も
重
く
受

け
止
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る

と
こ
ろ
で
す
。

今
後
、
あ
ら
た
め
て
住
民
の
皆
様
や

ご
支
援
を
頂
い
て
い
る
多
く
の
方
の
声

を
お
聞
か
せ
頂
き
、
次
の
世
代
に
引
き

継
ぐ
た
め
に
、
今
一
度
、
村
政
を
担
う

べ
き
と
の
事
で
あ
れ
ば
、
前
向
き
に
考

え
て
ま
い
り
た
い
旨
を
申
し
上
げ
ま
し

て
、
佐
久
間
議
員
の
質
問
に
対
す
る
答

弁
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◇
低
濃
度
Ｐ
Ｃ
Ｂ
助
成
金
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　

電
話　
０
１
２
０
︱
４
２
７
︱
４
４
２

◇
お
問
い
合
わ
せ

　

役
場
住
民
生
活
課
環
境
係

　

電
話　

８
７
︱
２
１
１
４

■
『
秋
の
火
災
予
防
運
動
』
が
始
ま
り

ま
す
！

秋
の
火
災
予
防
運
動
が
10
月
15
日
か

ら
31
日
ま
で
、
全
道
一
斉
に
実
施
さ
れ

ま
す
。

こ
の
運
動
は
、
住
民
の
皆
様
の
防
火

に
関
す
る
意
識
や
行
動
力
を
高
め
て
頂

く
こ
と
で
、
火
災
の
発
生
を
未
然
に
防

止
し
、
万
が
一
発
生
し
た
場
合
に
も
被

害
を
最
小
限
に
抑
え
る
こ
と
に
よ
り
、

尊
い
命
と
貴
重
な
財
産
を
守
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、
暖
房
器
具
の

使
用
に
伴
い
、
火
災
の
危
険
性
が
高
く

な
り
ま
す
。
特
に
暖
房
の
使
い
始
め
の

際
は
、
点
検
や
清
掃
を
行
う
な
ど
、
火

災
を
発
生
さ
せ
な
い
環
境
づ
く
り
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
期
間
中
は
広
報
車
と
消
防
車

に
よ
る
広
報
活
動
や
防
火
査
察
を
実
施

い
た
し
ま
す
の
で
、
住
民
皆
様
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

令
和
８
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語

「
火
の
確
認

　
　
い
い
日
を
支
え
る

　
　
　
い
い
習
慣
」

住
宅
防
火　

い
の
ち
を
守
る

�

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

「
３
つ
の
習
慣
」

・
寝
た
ば
こ
は
絶
対
に
や
め
る

・�

ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
か

ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る

・�

ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る

と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す

「
４
つ
の
対
策
」

・�

逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用

火
災
警
報
器
を
設
置
す
る

・�

寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
か
ら
の

火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎
製
品
を

使
用
す
る

・�

火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め

に
、
住
宅
用
消
火
器
等
を
設
置
す
る

・�

お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
を

守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力
体
制

を
つ
く
る

【
役
場
か
ら
の
お
知
ら
せ
】

各
種
お
し
ら
せ

■
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
」
が
発
送
さ
れ
ま
す

日
本
年
金
機
構
か
ら
、「
社
会
保
険

料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明

書
」
が
対
象
者
宛
に
発
送
さ
れ
ま
す
の

で
、
年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
に
使

用
し
て
く
だ
さ
い
。

控
除
の
対
象
と
な
る
の
は
、
令
和
８

年
中
に
納
め
ら
れ
た
保
険
料
の
全
額

で
、
ご
家
族
（
配
偶
者
や
お
子
様
等
）

の
国
民
年
金
保
険
料
を
払
っ
て
い
る
場

合
は
、
ご
自
身
の
保
険
料
に
加
え
、
そ

の
保
険
料
に
つ
い
て
も
控
除
が
受
け
ら

れ
ま
す
。

社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
た
め
に

は
、
保
険
料
を
支
払
っ
た
こ
と
を
証
明

す
る
書
類
の
添
付
が
必
要
と
な
り
ま
す

の
で
、
証
明
書
が
お
手
元
に
届
き
ま
し

た
ら
、
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

送
付
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
次
の
と
お
り

で
す
。

①
１
月
１
日
～
９
月
30
日
ま
で
の
間
に

国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方

→
10
月
下
旬
か
ら
11
月
上
旬
に
か
け

て
順
次
発
送

②
10
月
１
日
～
12
月
31
日
ま
で
の
間
に

国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方

（
①
の
対
象
者
を
除
く
）→
令
和
９
年

２
月
上
旬

■
Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
の
処
分
期
限
は
令
和

９
年
３
月
31
日
で
す

Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
の
処
分
に
は
期
限
が

定
め
ら
れ
て
お
り
、
低
濃
度
Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃

棄
物
は
令
和
９
年
３
月
31
日
ま
で
に
処

分
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
平
成
５
年

（
１
９
９
３
年
）
頃
ま
で
に
製
造
さ
れ

た
電
気
機
器
に
は
、
Ｐ
Ｃ
Ｂ
が
含
ま
れ

て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お

手
持
ち
の
電
気
機
器
に
つ
い
て
、
銘
板

（
メ
ー
カ
ー
名
・
製
造
年
な
ど
の
表
示
）

を
確
認
し
、
Ｐ
Ｃ
Ｂ
が
使
用
さ
れ
て
い

る
疑
い
の
あ
る
機
器
が
な
い
か
、
必
ず

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

Ｐ
Ｃ
Ｂ
使
用
製
品
が
見
つ
か
っ
た
場

合
は
、
北
海
道
オ
ホ
ー
ツ
ク
総
合
振
興

局
環
境
生
活
課
（
電
話
：
０
１
５
２
︱

４
１
︱
０
６
２
９
）
へ
ご
連
絡
の
上
、

処
分
期
限
ま
で
に
適
正
に
処
分
し
て
く

だ
さ
い
。

な
お
、
環
境
省
で
は
中
小
企
業
等
を

対
象
と
し
た
助
成
金
事
業
（
※
要
事
前

申
請
）
を
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

  

ス
ト
ー
ブ
火
災
に
注
意
！

・
上
に
洗
濯
物
を
干
さ
な
い

・
給
油
す
る
と
き
は
火
を
消
す

・
回
り
を
整
理
整
頓
す
る

　

寝
る
と
き
は
必
ず
火
を
消
す
!!
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天
ぷ
ら
油
火
災
に
注
意
！

・
目
を
は
な
さ
な
い

・
離
れ
る
と
き
は
火
を
消
す

・
過
熱
防
止
コ
ン
ロ
を
使
う

　

使
用
後
は
必
ず
火
を
消
す
!!

  

た
ば
こ
火
災
に
注
意
！

・
灰
皿
に
は
水
を
張
る

・
吸
い
殻
を
溜
め
な
い

・
ポ
イ
捨
て
は
し
な
い

　

寝
た
ば
こ
は
絶
対
に
や
め
る
!!

  

電
気
火
災
に
注
意
！

・
ほ
こ
り
を
溜
め
な
い

・
た
こ
足
配
線
を
し
な
い

・
丁
寧
に
扱
い
束
ね
な
い

　

使
用
し
な
い
と
き
は

　

�

コ
ン
セ
ン
ト
を
抜
く
!!　

【
厚
生
労
働
省
よ
り
】

■
み
ん
な
で
チ
ェ
ッ
ク
！　

最
低
賃
金

北
海
道
最
低
賃
金

北
海
道
内
の
事
業
場
で
働
く
す
べ
て

の
労
働
者
（
会
社
員
、
パ
ー
ト
、
ア
ル

バ
イ
ト
の
方
、
学
生
さ
ん
な
ど
働
く
す

べ
て
の
人
）
及
び
そ
の
使
用
者
に
適
用

さ
れ
る
北
海
道
最
低
賃
金
が
次
の
と
お

り
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

最
低
賃
金
額　

時
間
額
１
、
１
３
１
円

効
力
発
生
年
月
日　

10
月
１
日

○
最
低
賃
金
に
は
、
精
皆
勤
手
当
、
通

勤
手
当
、
家
族
手
当
、
随
時
に
支
払

わ
れ
る
賃
金
及
び
時
間
外
等
割
増
賃

金
は
算
入
さ
れ
ま
せ
ん
。

○
最
低
賃
金
額
以
上
の
賃
金
を
支
払
わ

な
い
場
合
は
、最
低
賃
金
法
違
反
と
し

て
処
罰
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

○
鉄
鋼
業
で
働
く
方
に
は
北
海
道
の
特

定
（
産
業
別
）
最
低
賃
金
が
適
用
さ

れ
ま
す
。

■
無
料
調
停
手
続
き
相
談
会
開
催

紋
別
調
停
協
会
で
は
、
調
停
手
続
き

の
利
用
に
つ
い
て
の
無
料
相
談
会
を
開

催
し
ま
す
。

　
「
調
停
」
と
は
、
裁
判
の
よ
う
に
勝

ち
負
け
を
決
め
る
の
で
は
な
く
、
話
し

合
い
に
よ
り
お
互
い
が
合
意
す
る
こ
と

で
も
め
ご
と
の
解
決
を
図
る
手
段
で

す
。
調
停
手
続
き
で
は
、
裁
判
官
と
一

般
市
民
か
ら
選
ば
れ
た
調
停
委
員
が
も

め
ご
と
の
解
決
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

相
談
料
は
無
料
で
、
相
談
内
容
の
秘

密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。
参
考
と
な
る
資

料
が
あ
れ
ば
、
ご
持
参
下
さ
い
。

な
お
、
す
で
に
訴
訟
・
調
停
に
な
っ

て
い
る
案
件
に
つ
い
て
は
相
談
は
出
来

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
下
さ
い
。

◇�

日
時　

10
月
24
日
㈯
午
前
10
時
か
ら

午
後
４
時
ま
で 

◇
場
所　

紋
別
市
民
会
館

（
紋
別
市
潮
見
町
１
丁
目
４
番
３
号
）

◇�

相
談
内
容　

お
金
の
貸
し
借
り
、
借

金
問
題
、
交
通
事
故
や
土
地
建
物
の

ト
ラ
ブ
ル
、
遺
産
相
続
や
家
族
間
の

も
め
ご
と
な
ど
に
つ
い
て
、
調
停
手

続
き
の
利
用
に
関
す
る
ご
相
談
に
応

じ
ま
す
。

◇
申
込
み　

予
約
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

当
日
、
直
接
会
場
に
て
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

◇
相
談
員

　

紋
別
調
停
協
会
所
属
の
調
停
委
員

◇
主
催

　

公
益
財
団
法
人
日
本
調
停
協
会
連
合
会

◇
実
施
期
間　

紋
別
調
停
協
会

◇
お
問
い
合
わ
せ
先

旭
川
地
方
裁
判
所
紋
別
支
部

電
話
（
０
１
５
８
）
２
３
︱
２
８
５
６

　
　

 

（
平
日　

８
：
30 

～
17
：
00
）

■
機
動
職
業
訓
練
（
緊
急
再
就
職
訓
練
）

ビ
ジ
ネ
ス
経
理
事
務
科　

募
集
案
内

◇
訓
練
目
標

ワ
ー
プ
ロ
や
表
計
算
ソ
フ
ト
等
に
よ

る
文
書
・
帳
票
作
成
等
の
パ
ソ
コ
ン
操

作
及
び
簿
記
に
よ
る
経
理
事
務
を
習
得

し
、
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
パ
ソ
コ
ン
活
用
法

を
学
び
、
さ
ら
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

関
す
る
知
識
や
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
の
初
歩
的
な
知
識
と
技
術
、
ビ
ジ
ネ

ス
マ
ナ
ー
を
身
に
つ
け
る
こ
と
で
就
職

促
進
を
図
り
ま
す
。

◇
取
得
可
能
な
資
格

３
級
・
２
級
ワ
ー
プ
ロ
技
士

３
級
・
２
級
表
計
算
技
士

日
商
簿
記 

３
級

◇
対
象
者

一
般
求
職
者
（
主
に
パ
ソ
コ
ン
初
心
者
）

◇
定
員　

10
名
（
定
員
に
満
た
な
い
場

合
中
止
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。）

◇
訓
練
場
所

遠
紋
地
域
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー 

（
遠
軽
町
岩
見
通
北
10
丁
目
１
︱
４
）

◇
訓
練
期
間

�

11
月
10
日
㈫
～
令
和
９
年
３
月
９
日

㈫　

４
３
０
時
間

◇
訓
練
時
間

月
曜
日
～
金
曜
日　

９
：
00
～
15
：
40

（
一
部
9
：
00
～
14
：
40
、 

9
：
00
～

16
：
40
）（
休
日
は
土
・
日
・
祝
日
）

◇
願
書
受
付
期
間

�
９
月
１
日
㈫
～
10
月
20
日
㈫

◇
願
書
提
出
先 　

 

北
見
公
共
職
業
安
定
所
遠
軽
出
張
所

（
遠
軽
町
１
条
通
北
4
丁
目
）

◇
提
出
書
類　

入
学
願
書
・
健
康
の
自
己
申
告
書

◇
費
用

受
講
料
は
無
料
で
す
。（
但
し
、
テ

キ
ス
ト
代
は 

１
３
、
５
０
０
円
程
度
、

各
種
３
級
検
定
の
取
得
可
能
な
資
格
を

全
て
受
験
し
た
場
合
は
、
１
７
、
０
０

０
円
程
度
の
実
費
負
担
と
な
り
ま
す
。）

雇
用
保
険
受
給
者
は
訓
練
期
間
中
、

基
本
・
受
講
・
通
所
手
当
が
公
共
職
業

安
定
所
よ
り
支
給
さ
れ
ま
す
。

◇
問
い
合
わ
せ
先

道
立
北
見
高
等
技
術
専
門
学
院

能
力
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

北
見
市
末
広
町
３
５
６
番
地
１

電
話
（
０
１
５
７
）
３
３
︱
４
４
３
６

北
見
公
共
職
業
安
定
所
遠
軽
出
張
所

遠
軽
町
1
条
通
北
４
丁
目

電
話
（
０
１
５
８
）
４
２
︱
２
７
７
９

■
自
衛
官
等
採
用
要
項

「
募
集
種
目　

２
等
陸
・
海
・
空
士

�

（
任
期
制
自
衛
官
）」

◇
資
格　

18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
男
女

◇
将
来
の
展
望　

陸
上
自
衛
官
は
２

年
、
海
上
・
航
空
自
衛
官
は
３
年
を
１

任
期
と
し
て
勤
務
す
る
任
期
制
隊
員
で

す
。
入
隊
と
同
時
に
２
等
陸
・
海
・
空

士
に
任
命
さ
れ
、
教
育
隊
で
の
教
育
を

経
て
、
各
部
隊
に
配
属
さ
れ
ま
す
。
希

【
そ
の
他
】

不
明
な
点
が
あ
る
方
は
『
紋
別
地
区

消
防
組
合
消
防
署
西
興
部
支
署
（
Tel
０

１
５
８
︱
８
７
︱
２
５
３
７
）』
ま
で

ご
連
絡
下
さ
い
。 火の用心
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望
者
は
、
選
考
に
よ
り
継
続
任
用
も
可

能
で
、
さ
ら
に
曹
・
幹
部
へ
進
む
道
も

ひ
ら
か
れ
て
い
ま
す
。

（
陸
海
空
自
衛
官
と
も
に
２
任
期
目
以
降

は
２
年
毎
に
任
期
が
更
新
さ
れ
ま
す
。）

◇
受
付
期
間　

年
間
を
通
し
て
募
集
し

て
い
ま
す
。

◇
試
験
日　

毎
月
実
施
し
て
い
ま
す
。

「
募
集
種
目　

一
般
曹
候
補
生

�

（
陸
・
海
・
空
自
衛
隊
）」

◇
資
格　

18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
男
女

◇
将
来
の
展
望　
「
一
般
曹
候
補
生
」

は
「
自
衛
官
候
補
生
」
と
は
違
い
非
任

期
制
の
採
用
制
度
で
す
。
こ
の
た
め
、

自
衛
官
と
し
て
長
く
活
躍
し
た
い
と
い

う
方
に
ぴ
っ
た
り
の
制
度
で
す
。
ま

た
、
自
衛
隊
に
は
一
般
的
に
想
像
さ
れ

が
ち
な
戦
闘
職
種
だ
け
で
な
く
、
後
方

支
援
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
職
種
や
働
き

方
が
存
在
し
、
個
人
に
合
わ
せ
た
キ
ャ

リ
ア
を
描
く
事
が
可
能
で
す
。
自
衛
隊

で
は
、
衣
食
住
を
含
め
た
さ
ま
ざ
ま
な

サ
ポ
ー
ト
を
行
う
こ
と
で
、
あ
な
た
の

「
働
き
た
い
」
想
い
を
全
力
で
支
え
ま

す
。

◇
受
付
期
間　
９
月
15
日
㈫
～
11
月
20
日
㈮

◇
試
験
日

【
１
次
試
験
】

11
月
28
日
㈯
～
12
月
６
日
㈰

【
２
次
試
験
】

令
和
９
年
１
月
７
日
㈭
～
１
月
13
日
㈬

「
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
」

◇
資
格　

令
和
９
年
４
月
１
日
現
在
、

15
歳
以
上
17
歳
未
満
（
平
成
22
年
４
月

２
日
か
ら
平
成
24
年
４
月
１
日
ま
で
の

間
に
う
ま
れ
た
者
）
の
男
子
で
、
中
学

校
卒
業
又
は
中
等
教
育
学
校
の
前
期
課

程
修
了
者
（
令
和
９
年
３
月
に
中
学
校

卒
業
又
は
中
等
教
育
学
校
の
前
期
課
程

修
了
見
込
み
の
者
を
含
む
。）

◇
将
来
の
展
望　

普
通
科
高
校
と
同

等
の
教
育
を
行
う
『
一
般
教
育
』、
理

工
系
の
専
門
的
な
技
術
の
教
育
を
行

う
『
専
門
教
育
』、
陸
上
自
衛
官
と
し

て
必
要
な
防
衛
教
養
や
各
種
訓
練
を
行

う
『
防
衛
基
礎
学
』
を
主
た
る
教
育
と

し
て
実
施
し
、
将
来
、
生
徒
が
多
種
多

様
な
分
野
で
活
躍
す
る
た
め
の
基
礎
を

作
り
ま
す
。
そ
の
他
、
ク
ラ
ブ
活
動
や

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
人
格
面
で

の
成
長
を
促
し
ま
す
。

◇
受
付
期
間　

10
月
１
日
㈭
～
令
和
９

年
１
月
14
日
㈭

◇
試
験
日

【
１
次
試
験
】

令
和
９
年
１
月
23
日
㈯
又
は
１
月
24

日
㈰
の
い
ず
れ
か
指
定
さ
れ
た
日

【
２
次
試
験
】

令
和
９
年
２
月
11
日
㈭
か
ら
２
月
14

日
㈰
ま
で
の
間
の
指
定
す
る
日

◇
お
問
い
合
わ
せ
先

自
衛
隊
旭
川
地
方
協
力
本
部

紋
別
地
域
事
務
所

電
話
（
０
１
５
８
）
２
３
︱
２
６
９
６

■
お
子
さ
ま
の
教
育
資
金
を
「
国
の
教

育
ロ
ー
ン
（
日
本
政
策
金
融
公
庫
）」

が
サ
ポ
ー
ト
！

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
は
、
高
校
、

短
大
、
大
学
、
専
修
学
校
、
各
種
学
校

や
外
国
の
高
校
、
大
学
等
に
入
学
・
在

学
す
る
お
子
さ
ま
を
お
持
ち
の
ご
家
庭

を
対
象
と
し
た
公
的
な
融
資
制
度
で
す
。

◇�

ご
融
資
額　

お
子
さ
ま
１
人
に
つ
き

３
５
０
万
円
以
内

◇
金
利　

年
４
・
05
％

※�

母
子
家
庭
の
方
な
ど
は
年
３
・
65
％

（
令
和
８
年
８
月
３
日
現
在
）

◇
ご
返
済
期
間　

20
年
以
内

◇
Ｈ
Ｐ　
「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
で
検
索

◇
お
問
い
合
わ
せ

　

教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

０
５
７
０
︱
０
０
８
６
５
６
（
ナ
ビ

ダ
イ
ヤ
ル
）
ま
た
は
（
０
３
）
５
３
２

１
︱
８
６
５
６

■
建
退
共
～
建
設
現
場
で
働
く
労
働
者

の
た
め
の
国
の
退
職
金
制
度
で
す
。～
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ホテル森夢の令和 7年度の決算状況をお知らせします。
ホテル森夢は、村の出資率 100％の第三セクターによる運営で、地域の皆様に愛され、親しまれるホテルづくりを
目指しております。
令和 7年度決算におきましては、物価高騰及び光熱費増による経費の増加はありましたが、コロナ禍を経て売上は
回復傾向にあり、運営補助金は 3,900 万円と前年度より 400万円減少したところであります。
引き続き厳しい経営環境ではありますが、新たな宿泊需要の開拓、宴会・イベント利用の取り込み等を積極的に行い、
売上げの増加に努めてまいります。
ホテル森夢は村の活性化にとって重要な施設でありますので、今後とも村民皆様の運営に対するご理解と、なお一
層のご愛顧を賜りますようお願い申し上げます。

自治体の財政破綻を未然に防ぐため「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」により、地方公共団体は毎
年度の決算に基づき、財政の健全度合を指標化し、監査委員による審査及び議会への報告を経て、公表すること
が義務づけられています。
令和 7年度決算に基づき各指標を算出した結果、下表のとおり危険ラインを示す早期健全化基準をクリアして
います。
  ▼健全化判断比率 令和７年度数値 早期健全化基準 財政再生基準

実 質 赤 字 比 率 −（注 1） 15.00％ 20.00％
連 結 実 質 赤 字 比 率 −（注 1） 20.00％ 30.00％
実 質 公 債 費 比 率 11.4％ 25.00％ 35.00％
将 来 負 担 比 率 −（注 1） 350.00％

注 1）�数値欄の「―」のうち、実質赤字比率および連結実質赤字比率は一般会計および各特別会計の決算が黒字であることから
比率が発生せず、また将来負担比率についても、将来負担していくことが確定している債務や負担に対し、これを上回る
収入見込と貯金（基金）があることから比率が発生しないことを表しています。

  ▼資金不足比率 令和７年度数値 経営健全化基準
簡易水道事業会計 −（注 2）

20.00％
下水道事業会計 −（注 2）

注 2）数値欄「―」は、資金不足額が発生していないことを表しています。

［言葉の説明］〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰
・実質赤字比率：地方公共団体の一般会計の赤字の程度を指標化。財政運営の深刻度を示すもの。数値が大きいほど深刻。
・連結実質赤字比率：�一般会計や公営企業会計などすべての会計を合算し、赤字の程度を指標化。地方公共団体の財政運営の深刻度を示す

もの。数値が大きいほど深刻。
・実質公債費比率：�借入金（地方債）の返済額・これに準じる経費の大きさを指標化。資金繰りの危険度を示すもの。数値が大きいほど

危険な状態。
・将来負担比率：�一般会計などの借入金（地方債）や将来支払っていく可能性のある負担など、現時点での債務等の程度を指標化。将

来の財政を圧迫する可能性を示すもの。数値が大きいほど将来の財政を圧迫する可能性が高い。
・資金不足比率：�公営企業会計などの資金不足を、料金収入の規模と比較して指標化。経営状況の深刻度を示すもの。数値が大きいほど深刻。

ホテル森夢 令和７年度決算の概要 

■株式会社 森夢 第 32 期（令和 7 年 4 月 1 日～令和 8 年 3 月 31 日）決算報告書より
【収入】 単位：千円

科　　目 金額 内　　　　容
営 業 売 上 111,960 客室、売店、入浴料、レストラン、スナック、道の駅　等の売上
営 業 外 収 入 52,730 村補助金、公民館維持管理受託料、手数料　等

うち村運営補助金 43,021 運営補助金（39,000 千円）
燃料費高騰事業者等支援補助金（4,021 千円）

収入計 （A） 164,690
【支出】 単位：千円

科　　目 金額 内　　　　容
営 業 費 用 39,970 客室、売店、入浴、レストラン食材、スナック、道の駅　等の仕入
管 理 費 126,545 職員人件費、業務費（通信料・宣伝費他）、施設費（燃料・電気料・水道料他）　等

支出計 （B） 166,515

【利益（令和７年度剰余金）】 【累積利益（損失）】
　収入 （A） －支出 （B） ＝ ▲ 1,825 千円　 　▲ 14,107 千円　

令和7年度決算も“早期健全化基準”をクリアしています

村の財政の健全度を示す“早期健全化基準„とは･･･
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■主な建設事業（一般会計）� （単位：千円）

事　　  業　　  名 金　 額
橋梁長寿命化補修事業（六興中興部線道路改良） 58,113
忍 路 子 道 路 改 良 工 事 48,899
札滑排水路更新工事（R6繰越事業含む） 34,353
道営土地改良事業営農用水給水管分岐等工事 28,480
札 滑 ウ エ ン シ リ 線 法 面 改 良 工 事 25,905
堆 肥 盤 改 修 工 事 18,447
村内イントラネットワーク機器更新工事 17,600
七 重 団 地 屋 上 防 水 改 修 工 事 15,730
橋 梁 長 寿 命 化 補 修 事 業 （ 天 北 跨 線 橋 ） 7,799
つくし保育所屋根塗装・トイレ改修・園庭ゲート更新 4,737

■主な建設事業（公営企業会計）� （単位：千円）

事　　  業　　  名 金　 額
下水道終末処理場水処理棟耐震診断委託業務 15,400
曝 気 装 置 分 解 整 備 工 事 7,436
流 量 計 更 新 工 事 4,983
マ ン ホ ー ル ポ ン プ 分 解 整 備 工 事 4,620
下水道終末処理場非常用自家発電機実施設計 3,410

決
算

令和 7 年度西興部村一般会計、国保・後期・介護の 3 特別会計、簡水・下水の 2 公営企業会計の決算が、9 月に開
催された定例村議会で認定されました。一般会計の歳出においては、継続事業として、六興中興部線道路改良工事、忍
路子道路改良事業、札滑排水路更新工事、札滑ウエンシリ線法面改良工事等を実施し、新たに、地方公共団体基幹シス
テム標準化移行システム改修事業を行ったことから、前年度決算比 7,189 万円の増となりました。また、歳入と歳出
の差引による剰余金 9,398 万円は、翌年度へ繰り越して実施する事業の財源を含め、令和 8 年度会計に繰越されます。

3 つの特別会計及び 2 つの公営企業会計では、法律などにより負担するものや借金返済等で不足する財源を補填す
るため、総額 1 億 7,541 万円（前年度対比 22.5％増）を一般会計から繰り入れ歳入歳出のバランスを図っています。

各会計の決算が議会で認定されました 令和7年度
　　　 一般会計決算状況

歳入　　29億6,377万円　
歳出　　28億6,980万円　
差引　　 9,397万円　

■村税収入の内訳� （単位：千円）

科 　　目 金　　　　額 構成比Ｒ 7 Ｒ６ 増減
村民税（個人） 58,390 50,721 7,669 51.9
村民税（法人） 6,108 7,396 △ 1,288 5.4
固 定 資 産 税 38,240 38,006 234 34.0
村 た ば こ 税 7,007 6,777 230 6.2
軽 自 動 車 税 2,823 2,868 △ 45 2.5

合　計 112,568 105,768 6,800 100.0

特別会計決算状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）
会　計　名 歳入 歳出 差引 一般会計繰入金

国 民 健 康 保 険 事 業 97,794 96,232 1,562 8,501
後 期 高 齢 者 医 療 23,576 23,522 54 8,671
介 護 保 険 144,352 134,977 9,375 28,724

公営企業会計決算状況� （単位：千円）

会　計　名 歳入 歳出 差引 一般会計繰入金 備　考

簡易水道事業 収益的収支 81,423 80,903 520
59,305資本的収支 31,300 50,890 △19,590 ※不足分は留保資金から補填

下 水 道 事 業 収益的収支 103,556 103,180 376
70,220資本的収支 36,756 59,735 △22,979 ※不足分は留保資金から補填

R7 年度整備の「つくし保育所屋根」R7年度整備の「つくし保育所屋根」
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※簡易水道及び下水道の公営企業会計移行に伴い、財源補填の歳出性質は繰出金から補助金へ変更となっています。

村債残高（令和7年度末）
� （単位：千円）

目　　的　　別
過 疎 債 2,486,397
総 務 債 66,101
民 生 債 1,600
衛 生 債 0
農 林 水 産 業 債 111,853
土 木 債 48,892
公 営 住 宅 債 315,520
教 育 債 20,681
災 害 復 旧 債 0
臨 時 財 政 対 策 債 48,470
緊 急 防 災・ 減 災 債 85,625
そ の 他 1,963
一 般 会 計 債 小 計 3,187,102
簡 易 水 道 会 計 債 265,867
下 水 道 会 計 債 201,863

総 合 計 3,654,832

（参考）令和６年度末現在 4,008,064
増 減 額（R7 −R6） ▲353,232

基金・積立金現在高
（令和７年度末）� （単位：千円）

財 政 調 整 基 金 632,937

減 債 基 金 563,619

特
定
目
的
基
金

公 共 施 設 整 備 518,538

社 会 福 祉 事 業 10,421
ふ る さ と
振 興 事 業 81,376
名 寄 線 代 替
輸 送 確 保 232,817
義 務 教 育
施 設 整 備 227,050

木 夢 411

酪 農 振 興 22
ふ る さ と
応 援 20,176
バ イ オ ガ ス
プ ラ ン ト 事 業 21,611
森 林 環 境
譲 与 税 26,093

基　金　合　計 2,335,071

備荒資金組合積立金 3,731,504

国 保 財 政 調 整 基 金 31,008

介 護 財 政 調 整 基 金 3,308

総　　合　　計 6,100,891

（参考）令和６年度末現在 6,338,063

増減額（R７−R６） ▲237,172

【一般会計の決算状況】

R７年度
決算

百万円

百万円

R６年度
決算

R７年度
決算

（単位：百万円）

0 100 200 300 400 500 600 700 800 900 1,000 1,100 1,200 1,300 1,400 1,500 1,600 1,700 1,800 1,900 2,000 2,100 2,200 2,300 2,400 2,500 2,600 2,700 2,800 2,900 3,000 3,100 3,200

0 100 200 300 400 500 600 700 800 900 1,000 1,100 1,200 1,300 1,400 1,500 1,600 1,700 1,800 1,900 2,000 2,100 2,200 2,300 2,400 2,500 2,600 2,700 2,800 2,900 3,000 3,100 3,200

依存財源　73.7% 自主財源　26.3%

依存財源　72.4% 自主財源　27.6%

歳出（性質別）の状況

歳入の状況

511 489 63 387 679 383 40 97 149

義務的経費　38.1% 投資的経費 13.8% その他の経費　48.1%

義務的経費　38.3% 投資的経費14.1% その他の経費　47.6%

R６歳入総額　28億6,822万円
R７歳入総額　29億6,377万円

R６歳出総額　27億9,791万円
R７歳出総額　28億6,980万円

地方交付税
1,542

村債
194

道支
出金
79

国庫
支出金
290

村税
113

その他
195

繰入金
313

そ
の
他
86

地方
譲与
税等
81

使用料
及び
手数料
110

諸
収
入
47

R６年度
決算 1,510 227 84 175 106 18129781 111 96

公債費
494

人件費
536

扶
助
費
68

普通建設事業費
404

補助費等
701

物件費
439

繰
出
金
46

維
持
補
修
費
96

50
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65億
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65億
2,555万円 61億

89万円

63億
3,806万円

65億
8,442万円
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５
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村債（借金）残高及び
基金・積立金残高の推移

億円

44億
1,386
万円

43億
4,310
万円

44億
5,329
万円

40億
806
万円

36億
5,483
万円

決算
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③その他手当の状況（令和 7年度）

区　分 支給実績 支給対象
職員数

1人当たりの
平均支給額

扶 養 手 当 2,977,500円 15人 198,500円
管 理 職 手 当 3,440,730円 7人 491,533円
住 居 手 当 4,056,700円 23人 176,378円
特 殊 勤 務 手 当 96,000円 11人 8,727円
通 勤 手 当 100,098円 3人 33,366円
児 童 手 当 2,130,000円 11人 193,636円
寒 冷 地 手 当 4,407,300円 44人 100,166円
時 間 外 手 当 8,187,293円 38人 215,455円
宿 日 直 手 当 545,200円 39人 13,979円
管理職員特別勤務手当 0円 0人 0円

⑺特別職等の報酬等の状況（令和 7 年度）
区　分 給 料 ・ 報 酬 月 額 等

給
料
村 長
副村長
教育長

700,000円
575,000円
530,000円

報
酬

議 長
副議長
議会運営委員長
常任委員長
議 員

260,000円
209,000円
189,000円
189,000円
175,000円

期
末
手
当

村 長
副村長
教育長

（令和 7年度支給割合）
4.65月分　加算割合：15％
4.65月分　加算割合：15％
4.65月分　加算割合：15％

議 長
副議長
議会運営委員長
常任委員長
議 員

（令和 7年度支給割合）
4.65月分
4.65月分
4.65月分
4.65月分
4.65月分

退
職
手
当

村 長
副村長
教育長

（算定方式）	 （支給時期）
給料月額×在職年数×5.126月	 任期毎
給料月額×在職年数×3.234月	 任期毎（同職通算有）
給料月額×在職年数×2.838月	 任期毎（同職通算有）

⑻特別職等の寒冷地手当の状況（令和 7 年度）
区　分 支給実績
村長 147,000円
副村長 147,000円
教育長 147,000円

３職員の勤務時間その他の勤務条件の状況
⑴職員の勤務時間の状況（令和 8 年 4 月 1 日）
１週間の
勤務時間

開始
時間

終了
時間

休息
時間 休憩時間

38時間45分 8時30分 17時15分 無 12時00分〜13時00分

⑵年次有給休暇の取得状況
（令和 7 年 1 月 1 日〜令和 7 年 12 月 31 日）

総付与日数 総取得
日数 対象職員数 平均取得

日数 消化率

1,552日 491日 43人 11.7日 31.6％

⑶育児休業の取得状況（令和 7 年度）
区　分 男性 女性 計

承 認 件 数 0件 1件 1件
期間延長の承認件数 0件 0件 0件

⑷介護休暇の取得状況（令和 7 年度）
区　分 男性 女性 計

承 認 件 数 0件 0件 0件

４職員の分限及び懲戒処分の状況
分限処分とは、心身の故障等により職務に支障が
ある場合などに休職等の処分を行うことです。
懲戒処分とは、地方公務員法等に違反した場合や
職務上の義務を違反した場合、職務を怠った場合、
全体の奉仕者たる公務員にふさわしくない行為を行
った場合に行われる減給や停職等の処分のことです。
令和 7年度の分限処分：該当者なし
令和 7年度の懲戒処分：戒告 0 名、減給 0名

５職員の服務の状況
地方公務員法第 38 条の規定に基づき、職員の営利
企業等への従事の許可を行っています。

⑴許可件数の状況（令和 7 年度）
営利を目的とする会社その他の団体の役員等を兼ねる場合 0件
自ら営利を目的とする私企業を営む場合 0件
報酬を得て事業又は事務に従事する場合（統計調査等） 0件

６職員の研修及び勤務成績の評定の状況
⑴研修の状況（令和 7 年度）

研　修　名 対象者 修了者数
接遇応対研修 採用1年目の職員 3人
新規採用職員基礎研修 採用1年目の職員 4人
町村初級職員研修 採用2年目の職員 2人
町村中級職員研修 採用4年目の職員 2人
わかりやすい文書作成研修 採用1年目の職員 2人
新任管理者基礎研修・監督者研修 課長・係長 1人
専門研修
（人事評価・法令実務・業務改善手法）

課長・係長・
主査・主事 1人

職員研修会 全職員 43人

⑵勤務成績の評定の状況（令和 7 年度）
　職員の昇任、昇格、人事異動等を実施する際には、任
命権者が職員の有する能力及び適正、勤務実績等に基づ
き総合的に判断し、勤務成績の評定を行っています。
　また、管理職について、組織的、効率的な業務遂行の
一層の推進や組織の活性化のため、職員能力開発や人材
育成を図るための人事評価制度を導入しています。

７職員の福祉及び利益の保護の状況
⑴健康管理事業の状況（令和 7 年度）

項　目 受診職員数
村が実施する住民健診及び人間ドック 40人

⑵互助会等への公費補助の状況（令和 7 年度）
団体名 金額 一人あたりの公費負担額

北海道市町村職員福祉協会 136,887円 2,912円

⑶その他福利厚生事業の状況（令和 7 年度）
事業内容 職員数

西興部村職員勤続表彰 0人
西興部村職員特別表彰 0人

「西興部村人事行政の運営等の状況の公表に関する条例」に基づき、西興部村
職員の給与、勤務時間等の勤務条件、採用等の状況を公表します。
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１職員の任免及び職員数に関する状況
⑴新規採用者数
①令和 8年 4月 1日

区　分 試　験 選　考 合計男性 女性 計 男性 女性 計

職種 一般職 0人 0人 0人 1人 0人 1人 1人
医療職 0人 0人 0人 0人 0人 0人 0人

②令和 7年 4月 1日

区　分 試　験 選　考 合計男性 女性 計 男性 女性 計

職種 一般職 0人 0人 0人 2人 0人 2人 2人
医療職 0人 0人 0人 0人 0人 0人 0人

⑵再任用の状況（令和 8 年 4 月 1 日現在）
再 任 用 職 員 数 2人

⑶退職者数（令和 7 年度）
区　分 男性 女性 計

定 年 退 職 0人 0人 0人
そ の 他 1人 3人 4人

⑷部門別職員数の状況（各年度 4 月 1 日現在）
部　門 令　和

7年度
令　和
8年度 増減数 主な増減理由

福祉関係を
除 く 一 般
職 政 部 門

議 会 1人 1人 0
総 務 13人 13人 0
税 務 1人 1人 0
農林水産 4人 3人 △1 農業振興係1名減
商 工 2人 2人 0
土 木 4人 5人 1 建築係1名増
小 計 25人 25人 0

福祉関係部門
民 生 7人 7人 0 　
衛 生 7人 5人 △2 保健師1名減、厚生診療所1名減
小 計 14人 12人 △2

一 般 行 政 部 門 計 39人 37人 △2
特別行政部門 教 育 5人 4人 △1 学校教育係1名減

公営企業等
会 計 部 門

下 水 道 1人 1人 0
そ の 他 3人 3人 0
小 計 4人 4人 0

総合計 48人 45人 △3

⑸職員の登用状況（令和 8 年 4 月 1 日現在）
区分 課長等 主幹 係長 主任 主査 係 計
男性 7人 0人 12人 1人 0人 12人 32人
女性 0人 0人 1人 4人 0人 8人 13人
計 7人 0人 13人 5人 0人 20人 45人

２職員の給与の状況
⑴人件費の状況（令和 7 年度決算額）

人件費 370,210千円
※人件費とは、一般職及び特別職の給与、共済費、福祉協会負担金です。

⑵職員給与費の状況（令和 7 年度一般会計決算額）

職員数 職員給与費
給料 職員手当 期末・勤勉手当 計

44人 162,596千円 25,941千円 64,301千円 252,837千円
※職員給与費とは、人件費のうち、一般職の職員に対して支給され
る給料及び扶養手当、管理職手当、住居手当、通勤手当、寒冷地
手当、時間外勤務手当、期末・勤勉手当等の諸手当に要する経費
であり、退職手当に要する経費は含んでいません。

⑶職員の平均給料月額及び平均年齢の状況
区　分 一般行政職 医療職

令和 8年
1月 1日現在

平均給料月額（円） 315,295 314,450
平均給与月額（円） 336,022 321,325
平 均 年 齢（歳） 42.4 34.8

令和 7年
1月 1日現在

平均給料月額（円） 304,430 299,225
平均給与月額（円） 280,705 243,920
平 均 年 齢（歳） 41.9 33.8

※平均給料月額とは、基本給の平均額です。
※平均給与月額とは、給料と毎月支給の手当（扶養手当、住居手当等）
の合計の平均額です。

⑷職員の初任給の状況（令和 8 年 4 月 1 日現在）
区　分 一般行政職（円） 医療職（円）
高校卒 200,300 －
短大卒 216,500 263,400
大学卒 232,000 269,100

※国の制度と同じです。
⑸級別職員数の状況（令和 8 年 4 月 1 日現在）
①一般行政職
区分 標準的な職務内容 一般行政職
１級 主事補・主事・技師補・技師 8人
２級 主事・技師 6人
３級 主事・技師・主査・主任・係長 7人
４級 主査・主任・係長 13人

５級 主幹・課長補佐・主任技師・事務局長・室
長・課長・教育委員会の次長 2人

６級 主任技師・事務局長・室長・課長・教育委
員会の次長 5人

②医療職
区分 標準的な職務内容 医療職
１級 准看護師 0人
２級 准看護師・主査准看護師・看護師・保健師 1人

３級 主査准看護師・看護師・保健師・主任看護
師・主任保健師 2人

４級 主任看護師・主任保健師・看護師長・保健
師長 1人

５級 看護師長・保健師長 0人

⑹職員手当の状況（令和 8 年 4 月 1 日現在）
①期末・勤勉手当
一人当たりの平均支給額（令和 7年度）1,461,377 円
（令和 7年度支給割合）
	 	 期末手当	 勤勉手当
	   6月期	 1.25  月分	 1.05  月分
	 12月期	 1.275月分	 1.075月分
	 計	 2.525月分	 2.125月分
（加算措置の状況）
職制上の段階、職務の級等による加算措置
・役職加算5～15％

②退職手当
（支給率）
	 自己都合	 定　年
勤続20年	 19.6695月分	 24.586875月分
勤続25年	 28.0395月分	 33.27075月分
勤続30年	 34.7355月分	 40.80375月分
最高限度額	 47.7090月分	 47.709月分
その他の加算措置	 定年前早期退職特例措置
	 （２～20％加算）
※支給率等は北海道市町村職員退職手当組合に基づいています。

西興部村人事行政の運営等の状況
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西
興
部
村
社
会
教
育
委
員

�

団 

長
　
逸
見
　
理
佳

初
回
の
説
明
会
に
て
「
団
長
を
引
き

受
け
て
く
だ
さ
る
逸
見
理
佳
さ
ん
か
ら

ひ
と
言
お
願
い
し
ま
す
。」
と
紹
介
を

受
け
る
。
海
外
へ
は
何
十
年
ぶ
り
、
英

語
も
決
し
て
流
暢
と
は
い
え
な
い
私
が

“
団
長
”
と
は
な
ん
と
も
お
そ
れ
多
い

…
…
。
と
思
い
な
が
ら
も
、
起
立
し
、

ご
あ
い
さ
つ
。
参
加
す
る
８
名
の
生
徒

た
ち
に
目
を
向
け
る
と
、
上
興
部
で
顔

な
じ
み
の
子
、
普
段
か
ら
ポ
ム
を
利
用

し
て
い
る
子
た
ち
、
こ
の
事
業
で
話
す

機
会
も
増
え
る
か
な
？
の
子
。

顔
ぶ
れ
を
見
る
と
、
な
ん
と
な
く
ほ

っ
と
し
て
、
あ
ら
た
め
て
、
こ
の
メ
ン

バ
ー
で
の
旅
が
は
じ
ま
る
ん
だ
な
ぁ
と

感
じ
た
。

生
徒
た
ち
は
各
自
の
学
習
テ
ー
マ
を

決
め
、
こ
の
事
業
に
参
加
す
る
。
全
員

が
無
事
、
笑
顔
で
帰
っ
て
こ
ら
れ
る
よ

う
留
意
す
る
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
、
私
は
さ
て
、
ど
う

し
よ
う
。

生
徒
た
ち
と
同
じ
中
学

生
の
頃
、
地
元
紋
別
の
姉

妹
都
市
交
流
事
業
で
オ
レ

ゴ
ン
州
ニ
ュ
ー
ポ
ー
ト
を

訪
問
し
た
経
験
か
ら
、
そ

の
後
も
実
家
で
は
、
ホ
ス

ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
し
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
国
か
ら
の
人
々
を
受
け
入

れ
、
一
緒
に
食
卓
を
囲
ん
だ
。
自
分

の
、
ま
た
、
自
分
の
国
の
“
ふ
つ
う
”

が
、
一
歩
外
に
出
る
と
“
ふ
つ
う
”
で

は
な
い
こ
と
、
暮
ら
し
て
い
る
国
の
違

い
に
よ
っ
て
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
が

あ
る
こ
と
、
互
い
に
と
て
も
心
が
う
ご

か
さ
れ
る
も
の
だ
と
い
う
気
づ
き
が
あ

っ
た
。

今
回
い
た
だ
い
た
こ
の
機
会
に
は

「
30
年
を
超
え
る
ジ
ュ
ノ
ー
市
と
西
興

部
村
の
交
流
の
な
か
、
生
活
を
と
も
に

す
る
こ
と
で
生
ま
れ
る
も
の
ご
と
に
ふ

れ
て
み
る
！
」
を
自
分
の
テ
ー
マ
に
し

よ
う
。

宿
泊
先
に
つ
い
て
、
ホ
テ
ル
も
し
く

は
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
希
望
を
訊
か
れ
た

時
、
迷
わ
ず
「
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
お
願

い
し
ま
す
！
」
と
返
答
し
た
。

い
よ
い
よ
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
が

伝
え
ら
え
る
説
明
会
の
日
。
着
席
す
る

か
し
な
い
か
の
と
こ
ろ
で
、
あ
る
生
徒

か
ら
「
り
か
ち
ゃ
ん
、
残
念
！　

向
こ

う
で
野
宿
だ
わ
。」
と
。

彼
な
り
の
冗
談
だ
と
思

い
「
そ
っ
か
ぁ
～
。
じ
ゃ

あ
、
寝
袋
も
必
要
か
…
…

荷
物
増
え
ち
ゃ
う
な
～
。」

と
て
き
と
う
に
返
し
て
、

着
席
し
、
資
料
を
見
る

と
、
私
だ
け
ス
テ
イ
先
が

“
未
定
”
…
…
。

し
か
し
そ
の
後
、
各
方

面
の
皆
様
の
ご
尽
力
の
お
か
げ
で
、
私

の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
も
見
つ
か
っ
た
。

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
確
認
し
、
お
そ
ら

く
多
忙
な
な
か
引
き
受
け
て
く
だ
さ
っ

た
こ
と
へ
の
感
謝
と
ジ
ュ
ノ
ー
市
訪
問

の
期
待
な
ど
、
す
こ
し
や
り
と
り
を
し

た
。７

月
27
日
㈪
午
前
６
時
00
分
ホ
テ
ル

森
夢
前
。

家
族
や
先
生
に
見
送
ら
れ
、
西
興
部

を
離
れ
る
子
ど
も
た
ち
。
す
こ
し
の
不

安
は
見
え
つ
つ
も
、
落
ち
着
い
て
る
な

ぁ
～
、
と
い
う
印
象
。

西
興
部
︱
旭
川
︱
羽
田
︱
シ
ア
ト
ル

︱
ジ
ュ
ノ
ー
…
…
と
、
ち
ょ
っ
ぴ
り
長

い
移
動
時
間
を
経
て
到
着
し
た
ジ
ュ
ノ

ー
空
港
に
は
、
ジ
ュ
ノ
ー
市
市
長
、
教

育
長
、
長
年
に
渡
り
こ
の
事
業
へ
ご
尽

力
を
い
た
だ
い
て
るA

nnie

さ
ん
や

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
、
ま
た
、
西
興
部

で
Ａ
Ｌ
Ｔ
を
さ
れ
て
い
たW

inn

さ
ん

とH
oku

親
子
も
お
出
迎
え
し
て
く
だ

さ
っ
て
い
た
。
西
興
部
小
学
校
で
日
々

を
一
緒
に
過
ご
し
た
は
ず
な
の
に
、
中

学
生
と
も
な
る
と
、
久
し
ぶ
り
の
再
会

は
な
ん
だ
か
照
れ
く
さ
そ
う
。
お
な
じ

く
Ａ
Ｌ
Ｔ
を
さ
れ
て
い
たC

hris

さ
ん

の
長
女E

m
m
alyn

に
は
西
興
部
中

学
校
で
の
生
活
が
つ
ま
っ
た
卒
業
ア
ル

バ
ム
を
手
渡
し
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

移
動
の
疲
れ
を
は
ね
の
け
る
よ
う
な

“
よ
っ
ち
ょ
れ
”
の
披
露
は
現
地
の
方

に
も
好
評
！　

歓
迎
会
を
終
え
、
西
興

部
か
ら
10
名
ひ
と
か
た
ま
り
で
移
動
し

て
き
た
が
、
そ
こ
か
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
の

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
宅
へ
。

私
を
受
け
入
れ
て
く
だ
さ
っ
た

N
ate

とN
andy

ご
夫
婦
は
、
と
も
に

内
科
医
と
の
こ
と
。

ふ
た
り
と
１
匹
、
愛
犬
のPiper

と

の
生
活
ス
ペ
ー
ス
と
は
別
に
、
お
な
じ

立
地
で
リ
ビ
ン
グ
／
キ
ッ
チ
ン
／
２
部

屋
／
シ
ャ
ワ
ー
ル
ー
ム
が
備
わ
っ
た
半

地
下
の
よ
う
な
フ
ロ
ア
が
あ
り
、
そ
こ

で
は
、N

andy

の
友
人M

arjan

が

暮
ら
し
て
い
る
。

 2026年 生徒海外体験学習事業

アラスカ ジュノーへの翼

歓迎会にて歓迎会にて

ダンジネスクラブとNateダンジネスクラブとNate
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私
は
滞
在
中
、M

arjan

と

そ
の
フ
ロ
ア
を
シ
ェ
ア
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
。

そ
の
日
の
夕
食
は
、
ご
主
人

のN
ate

が
準
備
し
て
く
だ
さ

り
、M

arjan

と
私
は
あ
り
が

た
く
い
た
だ
く
組
。

ダ
ン
ジ
ネ
ス
ク
ラ
ブ
／
キ
ン

グ
サ
ー
モ
ン
と
ズ
ッ
キ
ー
ニ
の

オ
ー
ブ
ン
焼
き
／
ル
ッ
コ
ラ
や
グ
リ
ー

ン
リ
ー
フ
と
ト
マ
ト
の
サ
ラ
ダ
／
ご
は

ん
と
韓
国
の
り
。

移
動
で
、
す
こ
し
疲
れ
て
い
た
か
ら

だ
に
、
と
て
も
う
れ
し
い
も
の
ば
か

り
！デ

ザ
ー
ト
に
は
、N

andy

が
用
意

し
て
く
れ
た
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
と
ル
バ
ー

ブ
の
ク
ラ
ン
ブ
ル
に
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム

を
添
え
た
も
の
。
こ
れ
も
ま
た
緊
張
し

て
い
た
こ
こ
ろ
を
解
き
ほ
ぐ
し
て
く
れ

る
、
魔
法
の
よ
う
な
お
い
し
さ
！

食
事
を
し
な
が
ら
、
い
ろ
い
ろ
と
お

話
す
る
こ
と
が
で
き
、
ひ
と
安
心
。

歓
迎
会
で
の
“
よ
っ
ち
ょ
れ
”
の
動

画
も
一
緒
に
見
て
、M

arjan

が
と
っ

て
も
お
気
に
入
り
の
様
子
だ
っ
た
。

食
卓
に
置
か
れ
て
い
た
か
わ
い
ら
し

い
木
製
の
調
味
料
ポ
ッ
ト
は
、
娘
さ
ん

が
14
歳
の
頃
にA
nnie

さ
ん
と
西
興

部
を
訪
問
し
て
い
る
そ
う
で
、
木
夢
か

ら
お
土
産
に
持
ち
帰
っ
た
も
の
だ
っ
た
。

１
日
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
り
、
ほ
っ

と
一
息
つ
い
て
１
日
を
終
わ
ら
せ
る
食

卓
と
い
う
場
所
に
、
西
興
部
の
も
の
が

置
か
れ
、
愛
用
し
て
い
る
様
子
が
な
ん

だ
か
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
。

２
日
目
、
３
日
目
は
ジ
ュ
ノ
ー
の
風

土
、
施
設
、
人
々
に
た
く
さ
ん
ふ
れ
る

時
間
。
子
ど
も
た
ち
を
見
て
い
る
と
、

現
地
の
方
へ
英
語
で
話
し
か
け
る
子
、

翻
訳
ア
プ
リ
を
使
う
子
、
写
真
を
介
す

る
子
、
あ
そ
び
を
通
し
て
い
る
子
…
…

な
ど
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
の
取
り
方
で
交
流
し
て
い
る

様
子
。
帰
路
の
シ
ア
ト
ル
で
食
事
を
し

た
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
、
忙
し
そ
う
に
混

み
合
っ
た
店
内
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
添

乗
員
の
方
、
現
地
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
方
を
含
め
た
私
た
ち
12
名
の
団
体
を

20
代
く
ら
い
の
ウ
エ
イ
タ
ー
の
お
兄
さ

ん
が
に
こ
や
か
に
接
客
し
て
く
れ
た
。

注
文
の
後
、
笑
顔
で
流
暢
に
「
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！
」
と
日
本
語
で

対
応
し
て
く
れ
た
の
で
「
日
本
語
は
ど

こ
で
学
ぶ
の
？
」
と
尋
ね
る
と
、
左
腕

の
タ
ト
ゥ
ー
を
み
せ
て
く
れ
た
。
そ
の

瞬
間
、
子
ど
も
た
ち
は
「
あ
～
！　

な

る
ほ
ど
～
！
」
と
納
得
。

ア
ニ
メ
に
疎
い
私
に
は
わ
か
ら
な
か

っ
た
け
れ
ど
、
日
本
の
ア
ニ
メ
が
大
好

き
だ
そ
う
で
、
腕
の
タ
ト
ゥ
ー
は
そ
の

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
だ
っ
た
そ
う
。
そ
う
い

っ
た
も
の
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
多
い
と
の

こ
と
。
右
腕
に
は
“
七
転
び
八
起
き
”

と
漢
字
の
文
字
も
。
彼
の
対
応
に
、

子
ど
も
た
ち
も
笑
顔
で
「T

hank 
you

！
」
と
返
し
て
い
た
。
こ
と
ば
で

通
じ
る
こ
と
、
こ
と
ば
で
は
な
い
も
の

で
通
じ
合
え
る
こ
と
を
、
西
興
部
を
離

れ
、
他
国
に
い
る
か
ら
こ
そ
、
な
お
さ

ら
子
ど
も
た
ち
も
体
感
で
き
て
い
る
の

か
な
ぁ
と
思
い
な
が
ら
そ
の
光
景
を
目

に
し
て
い
た
。

遡
っ
て
…
…
。

ジ
ュ
ノ
ー
を
旅
立
つ
日
は
あ
っ
と
い

う
間
。
空
港
ま
で
の
時
間
、

N
andy

と
ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
を

歩
き
、
昼
食
を
と
り
な
が
ら
お

し
ゃ
べ
り
。

１
店
舗
ご
と
、
店
先
を
華
や

か
に
彩
る
ハ
ン
ギ
ン
グ
バ
ス
ケ

ッ
ト
が
す
て
き
だ
っ
た
こ
と
、

ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
近
く
に
停
泊
す

る
船
一
隻
に
、
西
興
部
村
民
の

何
倍
も
の
人
が
乗
船
し
て
い
る

こ
と
。

ま
たN

andy

の
ル
ー
ツ
は

ミ
ャ
ン
マ
ー
に
あ
る
と
い
う
話

か
ら
、
昨
年
開
催
し
た
社
会
教

育
講
座
で
、
村
内
に
暮
ら
す
ミ

ャ
ン
マ
ー
の
方
に
も
ご
協
力
い
た

だ
き
、
日
本
の
絵
本
を
ビ
ル
マ
語

に
翻
訳
し
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
送
る

活
動
を
し
た
、
と
い
う
流
れ
に
も
。

「
過
去
に
娘
が
訪
れ
、
今

R
ika

が
暮
ら
す
西
興
部
を
い
つ

か
訪
問
し
た
い
。」
とN

andy

。

私
も
「
息
子
、
娘
が
訪
れ
た
ジ
ュ

ノ
ー
でN

andy

と
知
り
合
う
機

会
を
い
た
だ
い
た
こ
と
が
う
れ
し
い
。

次
はN

andy

が
西
興
部
に
来
る
番
で

す
。」
と
伝
え
た
。

別
れ
際
「
西
興
部
に
帰
っ
て
ミ
ャ
ン

マ
ー
の
方
に
会
っ
た
ら
、
こ
う
話
し
か

け
て
！
」
と
「nei kaung la

」
と
い

う
言
葉
を
教
え
て
く
れ
た
。

英
語
で
は
「H

ow
 are you

？
」

日
本
語
で
は
「
お
元
気
で
す
か
？
」
の

言
葉
か
け
。
知
ら
な
い
場
所
に
行
く
こ

と
、
知
ら
な
い
人
と
出
会
う
こ
と
、
話

す
こ
と
、
す
こ
し
勇
気
が
要
る
け
れ

ど
、
や
っ
ぱ
り
こ
こ
ろ
が
豊
か
に
な
る

こ
と
が
多
く
あ
る
と
実
感
し
ま
し
た
。

す
こ
し
ソ
ワ
ソ
ワ
し
た
「
ス
テ
イ
先

“
未
定
”」
の
先
に
、
こ
ん
な
に
す
ば
ら

し
い
近
い
未
来
が
あ
っ
た
な
ん
て
！

西
興
部
の
こ
ど
も
た
ち
が
、
こ
こ
西

興
部
で
の
経
験
を
経
て
、
ワ
ク
ワ
ク
・

ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら
も
、
他
と
を
行
っ

た
り
来
た
り
、
ひ
ろ
く
、
自
身
の
旅
を

た
の
し
み
、
あ
じ
わ
っ
て
い
け
る
こ
と

を
願
い
ま
す
。

　
引
率
　
西
興
部
村
教
育
委
員
会

�

社
会
教
育
係 

主
事 

谷
口
　
正
法

令
和
８
年
７
月
27
日
㈪
か
ら
８
月
２

日
㈰
の
７
日
間
、
西
興
部
中
学
校
１
・

２
年
生
８
名
、
逸
見
理
佳
団
長
、
引
率

谷
口
の
計
10
名
で
生
徒
海
外
体
験
学
習

に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

アラスカの絵本アラスカの絵本
（ニシンの中のザトウクジラ）（ニシンの中のザトウクジラ）

タッチングプールでの一コマタッチングプールでの一コマ

ホストファミリーの庭先ホストファミリーの庭先
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目
的
地
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
ア
ラ

ス
カ
州
ジ
ュ
ノ
ー
市
で
す
。

約
15
年
前
、
私
自
身
が
中
学
生
の
と

き
に
こ
の
事
業
を
利
用
し
て
ジ
ュ
ノ
ー

市
へ
訪
問
し
て
お
り
、
ジ
ュ
ノ
ー
市
の

施
設
を
訪
問
し
た
と
き
に
、「
こ
こ
に

来
た
こ
と
が
あ
る
」
と
記
憶
が
呼
び
起

こ
さ
れ
た
と
こ
ろ
が
何
カ
所
か
あ
り
、

懐
か
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
一
方
で
、
当
時
は
生
徒
と
し

て
参
加
し
て
い
た
立
場
か
ら
、
引
率
の

立
場
で
の
訪
問
に
変
わ
っ
て
い
る
た

め
、
生
徒
全
員
が
無
事
に
帰
れ
る
よ
う

に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
言
う
責
任

を
感
じ
、
出
発
し
て
か
ら
西
興
部
に
帰

っ
て
来
る
ま
で
ず
っ
と
緊
張
し
て
お
り

ま
し
た
。
全
員
無
事
に
西
興
部
に
帰
っ

て
き
た
と
き
は
ほ
っ
と
し
ま
し
た
。

前
回
の
生
徒
海
外
体
験
学
習
は
コ
ロ

ナ
の
影
響
に
よ
り
２
年
連
続
で
行
い
、

今
回
か
ら
当
初
の
通
り
隔
年
の
実
施
に

戻
り
ま
し
た
。
６
月
か
ら
中
学
校
の
総

合
学
習
の
時
間
を
使
い
、
ク
リ
ス
テ
ィ

ー
ン
先
生
と
共
に
生
徒
に
ジ
ュ
ノ
ー
市

に
つ
い
て
の
勉
強
や
入
国
審
査
や
英
会

話
フ
レ
ー
ズ
の
練
習
を
し
ま
し
た
。

私
は
英
語
が
全
く
で
き
な
い
た
め
、

生
徒
と
一
緒
に
な
っ
て
学
ば
な
け
れ
ば

い
け
な
い
な
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ン
先
生
か
ら
教

え
て
い
た
だ
い
た
内
容
を
生
徒
に
伝
え

る
際
に
は
、
翻
訳
ア
プ
リ
に
頼
る
こ
と

が
多
く
結
果
的
に
は
自
分
の
頭
に
は
入

っ
て
こ
な
か
っ
た
で
す
。

ま
た
、
私
は
旅
行
を
ほ
と
ん
ど
し
な

い
た
め
、「
服
と
お
金
と
パ
ス
ポ
ー
ト

さ
え
あ
れ
ば
な
ん
と
か
な
る
か
な
」
と

考
え
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
回
は

引
率
と
し
て
の
旅
行
で
す
。
ジ
ュ
ノ
ー

市
へ
の
お
土
産
な
ど
も
持
っ
て
行
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
前

回
訪
問
し
た
、
中
内
次
長
に
何
が
必
要

だ
っ
た
か
教
え
て
も
ら
い
な
が
ら
準
備

を
進
め
て
い
き
ま
し
た
。

【
７
月
27
日
㈪
】
～
１
日
目
～

当
日
は
朝
４
時
頃
に
起
床
し
、
身
支

度
を
し
ま
し
た
。
最
後
ま
で
忘
れ
物
が

な
い
か
不
安
に
な
り
、
ス
ー
ツ
ケ
ー
ス

の
中
身
を
確
認
し
ま
し
た
。

そ
し
て
５
時
30
分
頃
集
合
場
所
で
あ

る
ホ
テ
ル
に
向
か
い
ま
し
た
。

出
発
セ
レ
モ
ニ
ー
に
は
、
保
護
者
の

皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
教
育
長
、
村
長
、

中
学
校
の
先
生
方
、
教
育
委
員
さ
ん
が

お
見
送
り
に
来
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

生
徒
代
表
と
し
て
旦
道
仁
さ
ん
が
出
発

前
の
ス
ピ
ー
チ
を
披
露
し
、
朝
６
時
過

ぎ
に
村
を
出
発
し
ま
し
た
。

バ
ス
の
中
で
は
、
生
徒
達
に
レ
ン
タ

ル
ス
マ
ホ
と
ポ
ケ
ッ
ト
Ｗ
ｉ
Ｆ
ｉ
を
配

布
。
み
ん
な
慣
れ
た
手
つ
き
で
設
定
を

し
て
お
り
ま
し
た
。

途
中
、
士
別
の
道
の
駅
で
ト
イ
レ
休

憩
を
し
な
が
ら
旭
川
空
港
へ
向
か
い
ま

し
た
。
残
念
な
が
ら
道
の
駅
内
の
お
店

は
ま
だ
早
い
時
間
だ
っ
た
た
め
、
開
い

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

旭
川
空
港
に
到
着
す
る
と
旅
行
会
社

で
あ
る
Ｊ
Ｔ
Ｂ
の
日
野
添
乗
員
と
芦
名

沢
さ
ん
（
今
回
の
旅
行
の
担
当
者
で

す
）
と
合
流
。
日
野
さ
ん
は
令
和
５
年

度
の
生
徒
海
外
体
験
学
習
か
ら
添
乗
員

と
し
て
案
内
を
し
て
く
れ
て
お
り
、
と

て
も
頼
り
に
な
り
ま
す
。
合
流
し
て
か

ら
は
、
日
野
さ
ん
の
指
示
に
従
っ
て
、

手
荷
物
検
査
や
搭
乗
手
続
き
等
を
行
い

ま
し
た
。
事
前
に
中
内
次
長
か
ら
の
ア

ド
バ
イ
ス
で
ピ
ン
ク
テ
ー
プ
を
巻
い
て

お
く
と
荷
物
を
受
け
取
る
と
き
に
目
印

に
な
る
と
教
え
て
も
ら
っ
て
い
た
た

め
、
そ
れ
に
な
ら
っ
て
私
も
全
員
に
ピ

ン
ク
テ
ー
プ
を
渡
し
、
ス
ー
ツ
ケ
ー
ス

に
巻
い
て
も
ら
い
ま
し
た
。（
こ
の
後

空
港
で
荷
物
を
受
け
取
る
際

に
と
て
も
わ
か
り
や
す
か
っ

た
で
す
。）

そ
の
後
、
荷
物
の
預
け
や

搭
乗
手
続
き
な
ど
を
行
い
ま

し
た
が
、
全
員
し
っ
か
り
話

し
を
聞
い
て
い
た
た
め
ス
ム

ー
ズ
に
手
続
き
を
行
っ
て
い

ま
し
た
。

搭
乗
口
で
待
っ
て
い
て
、

い
よ
い
よ
北
海
道
を
出
る
と

い
う
こ
と
で
生
徒
達
は
緊
張

し
て
い
る
か
な
と
思
い
ま
し

た
が
、
そ
ん
な
こ
と
も
な
く

み
ん
な
楽
し
そ
う
に
乗
っ
て

い
ま
し
た
。（
ほ
と
ん
ど
の

生
徒
が
飛
行
機
に
乗
っ
た
こ

と
が
あ
る
と
の
こ
と
。）

２
時
間
程
の
フ
ラ
イ
ト
を
経
て
、
羽

田
空
港
に
到
着
し
た
後
は
、
初
め
に
発

注
し
て
い
た
お
弁
当
を
受
け
取
り
、
そ

し
て
近
く
の
外
貨
両
替
所
で
円
か
ら
ド

ル
に
交
換
し
ま
し
た
。
多
額
を
持
参
の

私
が
最
後
に
換
金
し
て
し
ま
い
、
本
人

確
認
な
ど
様
々
な
や
り
と
り
が
あ
り
、

皆
さ
ん
を
待
た
せ
て
し
ま
っ
て
い
た
の

で
反
省
で
す
。

そ
の
後
は
、
次
の
飛
行
機
が
国
際
線

の
た
め
、
第
３
タ
ー
ミ
ナ
ル
ま
で
シ
ャ

ト
ル
バ
ス
を
使
っ
て
移
動
し
ま
し
た
。

第
３
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
到
着
し
搭
乗
手

続
き
を
行
っ
た
後
、
こ
こ
で
昼
食
を
取

り
ま
し
た
。

昼
食
後
は
手
荷
物
検
査
を
し
、
搭
乗

口
の
ロ
ビ
ー
ま
で
移
動
。
こ
れ
が
思
っ

て
い
た
よ
り
も
遠
く
、
改
め
て
空
港
の

広
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。

早
め
の
行
動
を
し
て
い
た
た
め
、
搭

乗
ま
で
２
時
間
程
待
ち
の
時
間
で
す
。

生
徒
達
は
空
港
内
の
探
検
や
、
椅
子

に
座
っ
て
休
憩
を
し
て
搭
乗
時
間
ま
で

待
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
時
私
は
レ
ン

タ
ル
ス
マ
ホ
のF

aceT
im
e

を
使
っ

て
連
絡
が
で
き
な
い
か
と
奮
闘
し
ま
し

た
が
結
局
で
き
ず
じ
ま
い
…
…
何
か
緊

急
の
時
が
あ
っ
た
ら
ス
マ
ホ
の
電
話
番

号
に
か
け
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。（
半

分
以
上
の
生
徒
が
自
分
の
ス
マ
ホ
を
持

出発式出発式

歓迎会集合写真歓迎会集合写真
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っ
て
き
て
お
り
、
逸
見
団
長
と
ラ
イ
ン

で
繋
が
っ
て
い
た
の
で
、
最
終
的
に
は

そ
ち
ら
で
連
絡
を
取
り
合
っ
て
い
ま
し

た
。）い

よ
い
よ
搭
乗
時
間
と
な
り
、
飛
行

機
に
乗
り
込
み
ま
し
た
。

席
は
隣
接
し
て
い
ま
し
た
が
、
２
名

の
生
徒
が
一
般
の
方
と
隣
だ
っ
た
た

め
、
私
と
逸
見
さ
ん
が
席
を
替
わ
っ
て

生
徒
同
士
が
一
緒
に
座
る
よ
う
に
し
ま

し
た
。
生
徒
達
は
、
機
内
の
説
明
は
必

要
と
せ
ず
各
自
使
い
こ
な
し
て
お
り
ま

し
た
。
私
も
映
画
を
観
た
り
、
ミ
ニ
ゲ

ー
ム
に
あ
っ
た
チ
ェ
ス
を
し
た
り
し
て

い
ま
し
た
。
ル
ー
ル
も
知
ら
な
い
た
め

イ
ー
ジ
ー
モ
ー
ド
で
も
負
け
続
け
、
10

回
ほ
ど
や
っ
て
、
よ
う
や
く
一
度
勝
利

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
一
度
勝
て

ば
満
足
し
ま
し
た
。

し
ば
ら
く
す
る
と
、
乗
務
員
さ
ん
が

食
事
を
配
り
始
め
て
い
ま
し
た
。
私
は

今
回
チ
キ
ン
を
選
び
ま
し
た
が
、
こ
こ

で
非
常
事
態
！　

チ
キ
ン
は
お
い
し
か

っ
た
の
で
す
が
、
ご
飯
が
口
に
合
わ
ず

…
…
な
ん
と
か
チ
キ
ン
で
味
を
ご
ま
か

し
な
が
ら
完
食
。
日
本
の
お
米
が
恋
し

く
な
り
、
ホ
ー
ム
シ
ッ
ク
に
な
り
か
け

ま
し
た
。

機
内
で
の
生
徒
の
様
子
を
見
回
す

と
、
ほ
と
ん
ど
が
眠
れ
な
い
の
か
、
映

画
を
見
て
過
ご
し
て
い
る
人
が
多
か
っ

た
で
す
。

そ
う
や
っ
て
時
間
を
潰
し
な
が
ら
８

時
間
30
分
の
長
時
間
フ
ラ
イ
ト
を
終

え
、
27
日
の
９
時
に
シ
ア
ト
ル
へ
到

着
。
時
間
が
巻
き
戻
っ
て
お
り
、
少
し

変
な
感
じ
で
す
。
私
は
、
自
分
の
ス
マ

ホ
を
日
本
時
間
、
レ
ン
タ
ル
ス

マ
ホ
を
ジ
ュ
ノ
ー
や
シ
ア
ト
ル

の
時
間
に
合
わ
せ
る
こ
と
で
、

比
較
し
て
い
ま
し
た
。
だ
い
た

い
日
本
と
は
10
時
間
く
ら
い
の

差
が
あ
り
ま
す
。

到
着
し
た
ら
ま
ず
は
荷
物
の

受
け
取
り
。
と
て
も
混
む
と
聞

い
て
い
た
の
で
、
覚
悟
し
て
行

っ
た
ら
、
私
た
ち
が
乗
っ
て
い

た
飛
行
機
の
み
だ
っ
た
の
で
、

ス
ム
ー
ズ
に
受
け
取
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

そ
し
て
い
よ
い
よ
入
国
審
査

で
す
。

初
め
に
、
日
野
さ
ん
が
入
国
審
査
を

受
け
て
、
団
体
で
来
て
い
る
こ
と
な
ど

を
説
明
し
て
く
だ
さ
っ
た
後
、
生
徒
達

も
受
け
ま
し
た
。
少
し
戸
惑
っ
て
い
る

と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し
た
が
、
全
員
問
題

無
く
通
過
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

入
国
審
査
を
終
え
た
後
は
、
そ
の
ま

ま
ジ
ュ
ノ
ー
へ
向
か
う
飛
行
機
の
手
続

き
を
行
い
ま
し
た
。

す
る
と
こ
こ
で
大
き
な
問
題
が
…
…
。

ジ
ュ
ノ
ー
行
き
の
飛
行
機
が
オ
ー
バ

ー
ブ
ッ
キ
ン
グ
し
て
し
ま
い
、
一
部
の

生
徒
と
大
人
の
席
が
と
れ
て
い
な
い
と

の
こ
と
。
日
野
さ
ん
も
慌
て
た
様
子

で
、
も
し
か
し
た
ら
、
次
の
便
に
な
っ

て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
る
か
も
し
れ
な

い
と
の
こ
と
…
…
夏
休
み
時
期
で
観
光

客
が
多
い
た
め
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
よ

く
あ
る
み
た
い
で
す
。

結
局
そ
の
場
で
は
決
ま
ら
ず
、

一
旦
搭
乗
口
ま
で
移
動
。

手
続
き
後
、
昼
食
は
空
港
内
の

レ
ス
ト
ラ
ン
で
食
べ
る
た
め
、
生

徒
達
に
ど
こ
の
お
店
が
い
い
か
聞

い
た
が
、
お
腹
が
す
い
て
い
る
人

と
す
い
て
い
な
い
人
が
半
々
で
な

か
な
か
決
ま
ら
ず
。

迷
っ
た
結
果
、
ピ
ザ
を
食
べ
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
だ

か
ら
大
き
い
も
の
が
出
て
く
る
の

か
と
思
い
ま
し
た
が
、
こ
の
お
店

は
日
本
人
で
も
食
べ
や
す
い
大
き

さ
に
切
り
分
け
ら
れ
て
お
り
、
み
ん
な

で
取
り
分
け
て
食
べ
ま
し
た
。

お
腹
を
満
た
し
た
後
は
、
再
度
搭
乗

口
で
待
機
。
こ
こ
で
何
名
か
寝
て
い
る

人
も
…
…
な
か
な
か
眠
れ
な
か
っ
た
こ

と
と
疲
れ
も
出
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。

そ
う
し
て
待
っ
て
い
る
と
、
日
野
さ

ん
か
ら
オ
ー
バ
ー
ブ
ッ
キ
ン
グ
に
つ
い

て
説
明
が
…
…
。

全
員
分
の
チ
ケ
ッ
ト
が
確
保
で
き
、

み
ん
な
予
定
通
り
の
便
で
乗
る
こ
と
が

で
き
る
と
の
こ
と
。

み
ん
な
一
安
心
。
日
野
さ
ん
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ジ
ュ
ノ
ー
へ
向
か
う
飛
行
機
は
オ
ー

バ
ー
ブ
ッ
キ
ン
グ
の
こ
と
が
あ
り
、
席

は
バ
ラ
バ
ラ
に
座
る
こ
と
に
。

そ
し
て
２
時
間
30
程
度
の
フ
ラ
イ
ト

が
終
わ
り
よ
う
や
く
ジ
ュ
ノ
ー
市
へ
到

着
。荷

物
の
受
け
取
り
場
所
へ
向
か
う
途

中
で
、
ク
リ
ス
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
ウ
ィ
ン

フ
ァ
ミ
リ
ー
、
ア
ニ
ー
さ
ん
が
出
迎
え

て
く
れ
ま
し
た
。

２
年
生
は
ク
リ
ス
の
息
子
の
ア
イ
ザ

ッ
ク
と
２
年
間
一
緒
に
学
ん
で
い
た
の

で
、
ひ
さ
し
ぶ
り
に
友
達
と
会
え
た
こ

と
に
生
徒
達
も
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

喜
び
の
再
会
を
経
て
、
次
は
、
歓
迎

会
の
会
場
に
連
れ
て
行
っ
て
も
ら
い
ま

し
た
。
今
年
は
空
港
の
会
議
室
を
借
り

て
く
れ
た
た
め
、
移
動
が
な
く
ス
ム
ー

ズ
に
い
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

歓
迎
会
の
開
始
ま
で
、
少
し
時
間
が

あ
り
ま
し
た
の
で
こ
こ
で
み
ん
な
一
休

み
。
時
間
が
近
づ
く
に
つ
れ
、
続
々
と

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
や
教
育
委
員
会
の
方

が
集
ま
り
、
歓
迎
会
の
開
始
！

ホエールウォッチングホエールウォッチング

アラスカ州立博物館（収納庫）アラスカ州立博物館（収納庫）

トレッドウェル鉱山ハイキング（掘削機）トレッドウェル鉱山ハイキング（掘削機）



広報にしおこっぺ （24）

ク
リ
ス
の
司
会
で
歓
迎
会
は
進

ん
で
行
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ

れ
か
ら
お
世
話
に
な
る
人
に
向
け

て
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
生
徒

か
ら
の
出
し
物
で
す
。
今
年
は
昨

年
度
と
同
じ
く
よ
っ
ち
ょ
れ
を
踊

り
ま
し
た
。

少
し
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
り
ま
し
た

が
、
み
ん
な
疲
れ
を
見
せ
ぬ
元
気

な
踊
り
を
披
露
し
、
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
先
や
教
育
委
員
会
の
方
々
か
ら

と
て
も
よ
か
っ
た
と
好
評
で
し
た
。

歓
迎
会
が
終
わ
っ
た
後
は
、
全

員
で
の
記
念
撮
影
や
、
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
家
族
と
の
写
真
撮
影
を
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
へ
い
き

ま
し
た
。

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
に
行
く
前
に
用
意

し
て
く
れ
た
お
菓
子
や
飲
み
物
が
た
く

さ
ん
余
っ
て
い
た
の
で
生
徒
の
み
ん
な

に
配
布
。
そ
れ
で
も
余
っ
た
の
で
私
も

大
量
に
持
た
さ
れ
ま
し
た
。
な
か
な
か

食
べ
き
れ
ず
、
最
終
的
に
は
日
本
ま
で

持
ち
帰
っ
て
き
ま
し
た
。
私
は
ボ
ブ
さ

ん
と
ク
リ
ス
テ
ィ
さ
ん
の
家
に
お
世
話

に
な
り
ま
す
。
ボ
ブ
さ
ん
の
家
は
空
港

か
ら
近
く
、
あ
っ
と
い
う
ま
に
つ
き
ま

し
た
。
結
構
ス
ピ
ー
ド
を
出
す
な
と
思

っ
た
ら
、
そ
こ
の
道
は
50
マ
イ
ル
（
約

80
ｋｍ
）
制
限
の
道
路
。
日
本
の
一
般
道

路
は
そ
こ
ま
で
早
い
速
度
で
走
れ
な
い

た
め
違
い
を
肌
で
感
じ
ま
し
た
。

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
で
の
や
り
と
り

は
、
ス
マ
ホ
の
翻
訳
ア
プ
リ
を
使
っ
て

の
会
話
。
な
ん
と
か
ボ
ブ
さ
ん
と
ク
リ

ス
テ
ィ
さ
ん
と
交
流
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

よ
う
や
く
布
団
で
寝
ら
れ
る
と
思
い

ま
し
た
が
、
ジ
ュ
ノ
ー
市
は
日
照
時
間

が
長
く
、
日
が
落
ち
た
の
は
22
時
を
過

ぎ
た
頃
か
ら
で
し
た
。

長
い
長
い
27
日
が
よ
う
や
く
終
わ
り

ま
し
た
。

【
７
月
28
日
㈫
】
～
２
日
目
～

よ
う
や
く
布
団
で
寝
る
こ
と
が
で
き

ぐ
っ
す
り
眠
れ
、
起
き
て
時
計
を
見
た

ら
、
９
時
に
な
っ
て
い
る
。

朝
ご
飯
は
、
昨
日
作
っ
て
も
ら
っ
た

サ
ラ
ダ
と
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
エ
ッ
グ
、
そ

れ
と
パ
ン
を
用
意
し
て
も
ら
っ
た
。

今
日
は
午
後
か
ら
の
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ

ッ
チ
ン
グ
ま
で
は
、
各
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

先
と
過
ご
す
こ
と
に
、
日
程
的
に
も
ゆ

っ
く
り
お
土
産
を
選
べ
る
時
間
は
こ
こ

く
ら
い
し
か
な
い
と
思
っ
た
た
め
、
ク

リ
ス
テ
ィ
に
頼
み
ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
に
連

れ
て
行
っ
て
も
ら
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。

様
々
な
お
土
産
シ
ョ
ッ
プ
を
見
て
回

り
ま
し
た
が
、
ど
ん
な
物
が
よ
い
か
悩

ん
で
し
ま
い
ク
リ
ス
テ
ィ
か
ら
は
ビ
ー

ル
が
有
名
と
聞
き
ま
し
た
が
持
っ
て
帰

る
の
が
大
変
か
と
思
い
断
念
し
ま
し

た
。（
割
れ
も
の
や
、
液
体
は
何
か
あ

っ
た
と
き
に
大
変
な
の
で
買
わ
な
い
よ

う
に
し
ま
し
た
。）

悩
ん
だ
結
果
グ
レ
イ
シ
ャ
ー
・
シ
ル

ト
・
ソ
ー
プ
や
、
ヘ
リ
テ
ー
ジ
コ
ー
ヒ

ー
豆
な
ど
を
買
い
お
土
産
は
バ
ッ
チ
リ

で
し
た
。

ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
へ
行
く
前

に
ク
リ
ス
テ
ィ
が
少
し

遠
回
り
を
し
て
く
れ
、

今
回
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
入

っ
て
い
な
か
っ
た
メ
ン

デ
ン
ホ
ー
ル
氷
河
の
入

り
口
ま
で
連
れ
て
行
っ

て
く
れ
ま
し
た
。
遠
く

か
ら
見
て
も
や
は
り
大

き
く
、
き
れ
い
な
氷
河

で
し
た
。（
近
く
ま
で

は
時
間
が
な
か
っ
た
た

め
断
念
。）

ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ

ン
グ
の
集
合
場
所
で
あ

る
オ
ー
ク
ベ
イ
小
学
校

に
到
着
。
全
員
が
集
合

し
た
ら
バ
ス
に
乗
り
込

み
、
船
の
乗
り
場
ま
で
行
き
ま
し
た
。

船
に
は
他
の
お
客
さ
ん
は
ま
だ
い
な

か
っ
た
の
で
、
ま
ず
は
記
念
に
デ
ッ
キ

に
上
が
っ
て
写
真
を
パ
シ
ャ
リ
。
し
ば

ら
く
す
る
と
続
々
と
乗
客
が
増
え
、
船

の
中
も
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
い
よ
い
よ
鯨
を
見
に
出
発
。

動
き
始
め
て
か
ら
は
船
の
中
に
い
る

人
と
デ
ッ
キ
に
い
る
人
と
で
分
か
れ
て

い
ま
し
た
。
30
分
く
ら
い
た
っ
た
後
、

周
り
の
人
が
ざ
わ
ざ
わ
し
て
い
る
と
思

っ
た
ら
、
鯨
が
頭
を
み
せ
ま
し
た
。
私

も
何
枚
か
写
真
を
撮
り
ま
し
た
が
ど
れ

も
微
妙
な
感
じ
に
…
…
動
物
の
写
真
を

撮
る
の
は
難
し
い
で
す
ね
。

今
回
は
数
十
頭
の
鯨
を
見
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
が
、
前
回
は
、
バ
ブ
ル
ネ

ッ
ト
・
フ
ィ
ー
デ
ィ
ン
グ
と
い
う
鯨
の

捕
食
の
仕
方
が
見
る
こ
と
が
で
き
た
と

聞
い
て
い
た
の
で
そ
れ
を
見
る
こ
と
は

で
き
ず
残
念
。
時
間
帯
も
関
係
し
て
い

る
の
で
し
ょ
う
か
？
（
前
回
は
昼
間
、

今
回
は
夕
方
に
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン

グ
を
行
い
ま
し
た
。）
生
徒
達
も
初
め

て
の
鯨
を
見
る
こ
と
が
で
き
て
興
奮
し

て
い
ま
し
た
。

今
回
の
鯨
は
遠
い
と
こ
ろ
に
い
た
の

で
双
眼
鏡
を
持
っ
て
き
た
ら
は
っ
き
り

と
見
ら
れ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

時
間
が
た
っ
た
ら
ク
リ
ス
先
生
が
用

意
し
て
く
れ
て
い
た
お
弁
当
を
食
べ
ま

し
た
。
中
身
は
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
に
飲
み

アート体験アート体験
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物
、
そ
れ
と
ク
ッ
キ
ー
が
入
っ
て
い
ま

し
た
。
１
時
間
30
分
程
鯨
を
探
し
た

ら
、
旋
回
し
陸
に
向
か
っ
て
戻
り
ま
し

た
。帰

る
と
き
も
鯨
が
顔
を
出
し
、
盛
り

上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

船
が
到
着
後
、
ま
た
バ
ス
に
乗
っ
て

オ
ー
ク
ベ
イ
小
学
校
に
戻
り
、
迎
え
に

来
て
く
だ
さ
っ
た
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
の

方
と
家
に
帰
り
ま
し
た
。

次
の
日
は
朝
が
早
い
た
め
、「
早
く

寝
よ
う
、
早
く
寝
よ
う
」
と
思
っ
て
い

た
の
で
す
が
、
な
か
な
か
寝
ら
れ
ず
次

の
日
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
…
…
。

【
７
月
29
日
㈬
】
～
３
日
目
～

今
日
は
天
気
予
報
だ
と
雨
に
な
っ
て

お
り
ハ
イ
キ
ン
グ
は
で
き
る
の
か
な
と

心
配
し
て
い
た
の
で
す
が
、
起
き
た
時

は
雨
が
降
っ
て
お
ら
ず
ラ
ッ
キ
ー
、
そ

ん
な
ふ
う
に
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、

集
合
場
所
の
サ
ン
デ
ィ
ビ
ー
チ
に
近
づ

く
に
つ
れ
て
ぽ
つ
ぽ
つ
と
降
り
始
め
、

着
い
た
頃
に
は
本
格
的
に
降
り
始
め
て

い
ま
し
た
。
あ
い
に
く
の
雨
で
、
生
徒

達
の
テ
ン
シ
ョ
ン
も
低
か
っ
た
で
す
。

（
眠
気
も
あ
る
か
も
）
全
員
集
合
し
た

ら
、
ト
レ
ッ
ド
ウ
ェ
ル
鉱
山
の
跡
地
を

ハ
イ
キ
ン
グ
。
ク
リ
ス
に
説
明
し
て
も

ら
い
な
が
ら
、
進
ん
で
行
き
ま
し
た
。

歩
い
て
い
る
途
中
に
雨
が
や
み
傘
を

差
さ
な
く
て
も
よ
く
な
り
ま
し
た
。

（
み
ん
な
の
日
々
の
行
い
が
よ
か
っ
た

の
か
な
。）

途
中
、
砂
浜
ま
で
出
て
き
た
ら
、
何

や
ら
怪
し
い
秘
密
基
地
の
よ
う
な
も
の

が
あ
り
、
最
初
は
誰
か
の
家
か
な
と
思

い
ま
し
た
が
、
ク
リ
ス
に
聞
い
た
ら
、

子
ど
も
た
ち
が
遊
び
で
作
っ
た
家
だ
と

の
こ
と
。
ト
レ
ッ
ド
ウ
ェ
ル
鉱
山
を
一

周
し
、
サ
ン
デ
ィ
ビ
ー
チ
に
戻
る
と
次

の
目
的
地
ま
で
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
る

ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
待
っ
て
い
ま
し
た
。

ス
ク
ー
ル
バ
ス
が
来
る
ま
で
サ
ン
デ

ィ
ビ
ー
チ
に
あ
っ
た
ブ
ラ
ン
コ
で
生
徒

達
は
遊
ん
で
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
が
来
た
ら

そ
れ
に
乗
り
込
み
次
の
見
学
先
で
あ
る

ア
ラ
ス
カ
州
立
博
物
館
へ
行
き
ま
し
た
。

ア
ラ
ス
カ
州
立
博
物
館
で
は
、
初
め

に
博
物
館
の
説
明
や
展
示
品
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
た
あ
と
厳
重
な
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
の
中
、
奥
へ
奥
へ
と
進
ん
で
い

き
、
展
示
品
の
保
管
庫
を
見
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

先
住
民
族
が
作
っ
た
マ
ッ
ト
や
帽
子

な
ど
を
興
味
深
そ
う
に
見
て
い
ま
し
た
。

博
物
館
を
見
学
後
は
、
シ
ー
ア
ラ
ス

カ
・
ヘ
リ
テ
ー
ジ
へ
行
き
、
銅
を
使
っ

た
ア
ク
セ
サ
リ
ー
製
作
を
体
験
し
ま
し

た
。
今
回
は
チ
ャ
ッ
ク
の
形
の
ア
ク
セ

サ
リ
ー
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
ま
ず
は
講

師
が
一
通
り
説
明
し
た
後
、
全
員
で
作

り
始
め
ま
し
た
。
講
師
は
慣
れ
た
手
つ

き
で
あ
っ
と
い
う
間
に
完
成
し
て
お
り

ま
し
た
が
、
思
っ
て
い
た
よ
り
も
難
し

い
。完

成
し
た
後
に
は
、
ト
リ
ン
ギ
ッ
ト

族
（
ア
ラ
ス
カ
州
の
先
住
民
族
）
の
言

葉
で
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
ま
し
た
。

「G
unalchéesh

（
グ
ナ
ル
チ
ー
シ
）」

午
前
中
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
終
え
、
昼

食
の
時
間
と
な
り
ま
し
た
。
昼
食
の
場

所
は
ブ
ル
ウ
ィ
ン
ク
ル
ズ
と
い
う
ピ
ザ

屋
さ
ん
。
ク
リ
ス
に
４
枚
ピ
ザ
を
頼
ん

で
も
ら
い
食
べ
ま
し
た
。

食
事
が
終
わ
る
と
、
こ
こ
で
引
率
の

谷
口
と
団
長
の
逸
見
さ
ん
と
ア
ニ
ー
さ

ん
、
通
訳
の
ピ
ア
ス
さ
ん
は
生
徒
と
分

か
れ
、
生
徒
達
は
ダ
イ
パ
ッ
ク
と
い
う

鮭
の
養
殖
場
に
行
き
ま
し
た
。

分
か
れ
た
私
た
ち
は
、
ジ
ュ
ノ
ー
市

の
教
育
長
で
あ
る
シ
ョ
ー
ン
・
ア
ー
ノ

ル
ド
氏
と
面
談
を
し
ま
し
た
。

ア
ー
ノ
ル
ド
教
育
長
は
就
任
し
て
か

ら
ま
だ
３
週
間
目
と
の
こ
と
。
と
て
も

忙
し
い
時
に
時
間
を
作
っ
て
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

教
育
長
と
の
対
談
が
少
し
長
引
い
て

し
ま
い
、
生
徒
達
と
合
流
し
た
時
に
は

ダ
イ
パ
ッ
ク
の
見
学
は
終
了
し
て
お

り
、
生
徒
は
外
か
ら
鮭
の
養
殖
を
見
て

い
ま
し
た
。
感
想
を
聞
く
と
、
野
生
の

ア
ザ
ラ
シ
が
来
て
鮭
を
食
べ
て
い
る
珍

し
い
光
景
も
見
る
こ
と
が
で
き
た
よ
う

で
と
て
も
楽
し
そ
う
で
し
た
。

三
日
目
の
日
程
も
こ
れ
で
よ
う
や
く

終
わ
り
、
生
徒
達
は
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ

ー
の
お
迎
え
で
帰
宅
し
ま
し
た
。
大
人

は
こ
の
あ
と
ジ
ュ
ノ
ー
市
教
育
委
員
会

の
関
係
者
と
の
夕
食
会
を
行
い
ま
し
た
。

夕
食
会
で
は
、
ア
ー
ノ
ル
ド
教
育

長
、
ジ
ェ
シ
ー
州
議
、
ブ
リ
ト
ニ
ー
教

育
委
員
、
ア
ニ
ー
さ
ん
、
ク
リ
ス
さ

ん
・
ピ
ア
ス
さ
ん
・
日
野
さ
ん
・
逸
見

さ
ん
、
谷
口
の
９
名
で
交
流
会
を
行
い

ま
し
た
。

こ
こ
で
も
翻
訳
ア
プ
リ
が
活
躍
。
な
ん

と
か
話
し
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

皆
さ
ん
話
し
が
弾
み
楽
し
く
交
流
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

帰
り
は
ア
ニ
ー
さ
ん
の
運
転
で
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
先
ま
で
送
っ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

【
７
月
30
日
㈭
】
～
４
日
目
～

ジ
ュ
ノ
ー
市
で
過
ご
す
最
後
の
日
、

今
年
は
13
時
55
分
の
飛
行
機
で
シ
ア
ト

ル
へ
向
か
う
こ
と
と
な
っ
た
た
め
、
午

前
中
が
最
後
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
と
の

交
流
の
時
間
で
す
。

ダイパック集合写真ダイパック集合写真
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最
後
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
で
食
べ
た

の
は
、
軽
食
が
よ
い
と
伝
え
、
ス
ク
ラ

ン
ブ
ル
エ
ッ
グ
と
パ
ン
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
11
時
に
ジ
ュ
ノ
ー
空
港
に
集
合

の
た
め
、
帰
る
準
備
を
し
て
い
た
ら
あ

っ
と
い
う
間
に
時
間
が
過
ぎ
て
し
ま
い

ま
し
た
。

そ
ろ
そ
ろ
空
港
へ
向
か
う
時
間
と
な

り
、
ス
ー
ツ
ケ
ー
ス
を
積
ん
で
ボ
ブ
さ

ん
に
空
港
ま
で
送
迎
を
し
て
い
た
だ
い

た
時
に
、
ボ
ブ
と
ク
リ
ス
テ
ィ
も
同
じ

飛
行
機
に
乗
る
と
の
こ
と
。
ま
た
空
港

で
会
い
ま
し
ょ
う
と
別
れ
空
港
に
入
る

と
、
ア
ニ
ー
さ
ん
と
日
野
さ
ん
が
先
に

待
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
生
徒
達
が

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
に
送
迎
さ
れ
、
荷
物

の
預
け
と
搭
乗
手
続
き
を
行
い
ま
し

た
。
手
荷
物
検
査
を
行
う
ギ
リ
ギ
リ
ま

で
、
ク
リ
ス
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
ピ
ア
ス
さ

ん
、
ア
ニ
ー
さ
ん
が
見
送
っ
て
く
れ
ま

し
た
。

最
後
ま
で
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

そ
し
て
こ
こ
で
も
、
飛
行
機
の
チ
ケ

ッ
ト
が
オ
ー
バ
ー
ブ
ッ
キ
ン
グ
を
し
て

い
ま
し
た
が
、
生
徒
の
一
部
と
私
が
席

を
取
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
す

が
、
日
野
さ
ん
か
ら
も
し
席
が
と
れ
な

か
っ
た
ら
私
と
生
徒
は
ジ
ュ
ノ
ー
で
も

う
一
泊
し
て
次
の
日
に
シ
ア
ト
ル
に
来

て
も
ら
う
な
ん
て
冗
談
交
じ
り
に
言
わ

れ
て
、
そ
れ
は
勘
弁
し
て
欲
し
い
と
思

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

生
徒
は
も
う
一
泊
で
き
る
な
ん

て
う
れ
し
そ
う
に
し
て
い
ま
し
た
。

結
果
は
全
員
分
の
チ
ケ
ッ
ト
を

取
る
こ
と
が
で
き
同
じ
飛
行
機
で

向
か
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

出
発
ま
で
時
間
が
あ
る
た
め
、

余
っ
て
い
た
歓
迎
会
の
お
菓
子
を

食
べ
な
い
か
聞
き
ま
し
た
が
、
誰

も
食
べ
ず
。
空
港
内
の
お
土
産
シ

ョ
ッ
プ
を
見
て
過
ご
し
て
い
る

と
、
ク
リ
ス
テ
ィ
と
ボ
ブ
が
搭
乗

口
に
来
た
の
で
最
後
の
別
れ
の
挨

拶
を
し
ま
し
た
。

こ
の
飛
行
機
も
席
は
ば
ら
ば
ら

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
み

ん
な
手
慣
れ
た
も
の
で
す
。

ジ
ュ
ノ
ー
市
に
さ
よ
な
ら
を
し
、
飛

行
機
が
出
発
。

シ
ア
ト
ル
に
到
着
し
、
荷
物
を
受
け

取
っ
た
後
は
、
貸
切
バ
ス
に
乗
っ
て
、

ア
イ
ホ
ッ
プ
と
い
う
レ
ス
ト
ラ
ン
ま
で

移
動
。

そ
の
時
に
生
徒
が
「
富
士
山
だ
」
と

言
っ
て
い
た
か
ら
何
事
か
と
思
っ
た
ら

遠
く
に
あ
る
山
が
富
士
山
に
似
て
い
る

と
の
こ
と
。
レ
ー
ニ
ア
山
と
い
う
山

で
、
後
か
ら
調
べ
て
み
る
と
富
士
山
に

似
て
い
る
た
め
、
日
本
か
ら
移
住
し
た

人
の
中
に
は
「
タ
コ
マ
富
士
」
と
呼
ん

で
い
る
人
も
い
る
そ
う
で
す
。

ア
イ
ホ
ッ
プ
で
は
、
パ
ン
ケ
ー
キ
が

メ
イ
ン
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
す
。
パ
ン
ケ

ー
キ
と
の
セ
ッ
ト
で
様
々
な
メ
ニ
ュ
ー

が
あ
っ
た
の
で
と
て
も
迷
い
ま
し
た
。

み
ん
な
お
腹
が
す
い
て
い
た
の
か
、

そ
れ
ぞ
れ
食
べ
た
い
も
の
を
頼
ん
で
い

ま
し
た
。

私
は
量
が
多
い
と
思
っ
た
た
め
、
サ

ー
ロ
イ
ン
ス
テ
ー
キ
と
チ
ッ
プ
＆
エ
ッ

グ
を
頼
ん
だ
の
で
す
が
、
そ
れ
だ
け
来

る
の
か
と
思
っ
て
い
た
ら
セ
ッ
ト
だ
っ

た
た
め
パ
ン
ケ
ー
キ
が
２
枚
も
つ
い
て

き
て
お
腹
は
パ
ン
パ
ン
で
し
た
。

日
野
さ
ん
か
ら
ア
メ
リ
カ
で
は
残
し

た
物
を
持
っ
て
帰
れ
る
と
の
こ
と
だ
っ

た
の
で
、
そ
の
こ
と
を
伝
え
ま
し
た

が
、
全
員
き
れ
い
に
食
べ
き
り
ま
し
た
。

お
腹
も
満
た
さ
れ
、
シ
ア
ト
ル
の
ホ

テ
ル
に
向
か
い
ま
す
。

ホ
テ
ル
に
到
着
し
、
日
野
さ
ん
か
ら

注
意
事
項
や
出
発
時
間
を
確
認
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
部
屋
で
や
す
み
ま
し
た
。

つ
い
最
近
、
シ
ア
ト
ル
で
銃
乱
射
事

件
が
あ
っ
た
と
日
野
さ
ん
か
ら
聞
き
、

外
は
歩
け
な
い
と
い
う
考
え
が
よ
り
一

層
強
ま
り
ま
し
た
。

ホ
テ
ル
で
よ
う
や
く
眠
れ
る
か
な
と

思
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
な
か
な
か
眠

れ
ず
。
浅
い
睡
眠
を
繰
り
返
し
て
お
り

ま
し
た
。

【
７
月
31
日
㈮
】
～
５
日
目
～

ホ
テ
ル
の
朝
食
を
食
べ
、
８
時
30
分

に
、
無
料
の
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
で
シ
ア
ト

ル
空
港
へ
。
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
は
ギ
リ
ギ

リ
全
員
が
乗
れ
る
位
の
広
さ
で
し
た
。

（
２
席
し
か
空
い
て
い
な
い
。）

こ
の
日
は
11
時
50
分
に
シ
ア
ト
ル
空

港
を
出
発
し
て
約
10
時
間
の
フ
ラ
イ
ト

で
羽
田
空
港
ま
で
向
か
う
予
定
だ
っ
た

の
で
す
が
、
こ
こ
で
ア
ク
シ
デ
ン
ト
！

　

な
ん
と
飛
行
機
が
遅
れ
３
時
間
も
待

た
さ
れ
る
こ
と
に
…
…
。

み
ん
な
最
初
の
１
時
間
で
空
港
内
の

探
索
も
終
わ
り
、
や
る
こ
と
が
な
く
こ

の
待
ち
時
間
が
よ
り
長
く
感
じ
た
で
し

ょ
う
。

よ
う
や
く
乗
り
込
む
こ
と
が
で
き
た

と
思
っ
た
ら
、
次
は
長
い
飛
行
機
の
時

間
が
…
…
。

機
内
で
は
、
映
画
等
が
見
ら
れ
る
た

め
、
暇
つ
ぶ
し
に
は
困
ら
な
か
っ
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

映
画
を
見
よ
う
と
お
も
っ
た
の
で
す

が
、
ち
ょ
う
ど
見
た
い
と
思
っ
た
映
画

が
英
語
吹
き
替
え
し
か
な
く
…
…
字
幕

が
あ
れ
ば
見
よ
う
か
と
思
っ
た
の
で
す

が
、
字
幕
も
な
か
っ
た
た
め
断
念
し
ま

し
た
。

長
い
フ
ラ
イ
ト
を
終
え
日
本
に
到
着

し
ま
す
。

【
８
月
１
日
㈯
】
～
６
日
目
～

日
本
に
到
着
し
た
の
は
、
17
時
20
分

頃
。
無
事
に
羽
田
空
港
に
到
着
し
、
ほ

っ
と
一
安
心
。

到
着
し
て
最
初
の
一
言
が
「
暑
い
。」

ジ
ュ
ノ
ー
で
20
℃
の
気
温
に
慣
れ
た
体

で
日
本
の
30
℃
の
気
温
は
つ
ら
か
っ
た

で
す
。

今
度
は
日
本
で
の
入
国
審
査
で
す
。

日
本
語
で
の
対
応
だ
っ
た
の
と
、
事
前

に
持
ち
込
ん
で
は
い
け
な
い
物
に
つ
い

て
は
入
念
に
話
し
て
い
た
の
で
み
ん
な

す
ん
な
り
通
れ
て
い
ま
し
た
。
荷
物
を

受
取
、
第
２
タ
ー
ミ
ナ
ル
へ
移
動
す
る

前
に
ド
ル
を
円
に
交
換
。
そ
れ
ぞ
れ
余

っ
た
ド
ル
紙
幣
を
交
換
し
て
、
さ
あ
私

も
大
量
の
ド
ル
紙
幣
を
交
換
し
よ
う
と

思
い
手
続
き
を
し
た
ら
、
こ
の
換
金
所

で
は
団
体
で
の
お
金
は
換
金
で
き
な
い

と
…
…
渋
々
諦
め
、
別
の
換
金
所
で
交

換
を
す
る
こ
と
に
。
し
か
し
全
員
換
金

を
終
え
て
い
た
た
め
私
１
人
で
換
金
所

を
探
し
、
み
ん
な
は
宿
泊
す
る
ホ
テ
ル

へ
向
か
い
ま
し
た
。

無
事
、
円
へ
の
換
金
を
終
え
、
み
ん

アイホップでの食事アイホップでの食事
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な
が
い
る
第
２
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
あ
る
ホ

テ
ル
へ
。
外
に
出
た
ら
、
暑
さ
と
湿
気

が
酷
く
、
ジ
ュ
ノ
ー
の
涼
し
さ
が
恋
し

く
な
り
ま
し
た
。

ホ
テ
ル
に
到
着
し
、
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン

を
済
ま
せ
る
と
、
19
時
15
分
に
ロ
ビ
ー

に
集
合
し
夕
飯
を
食
べ
に
行
く
と
の
こ

と
。
私
も
部
屋
に
行
き
荷
物
を
置
い
て

か
ら
、
ロ
ビ
ー
に
向
か
い
ま
し
た
。
生

徒
達
に
は
事
前
に
何
を
食
べ
た
い
か
考

え
て
お
い
て
と
話
し
て
お
り
、
夕
食
の

場
所
に
つ
い
て
確
認
す
る
と
寿
司
と
そ

ば
と
ラ
ー
メ
ン
を
食
べ
る
チ
ー
ム
に
分

か
れ
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
に
大
人
が
付
き
添
い
食
べ

に
行
き
ま
し
た
。

私
は
寿
司
チ
ー
ム
の
旦
道
仁
く
ん
と

向
井
地
律
く
ん
と
一
緒
に
空
港
内
の
レ

ス
ト
ラ
ン
の
お
寿
司
の
お
店
に
行
き
ま

し
た
。
列
が
で
き
て
お
り
、
全
員
お
腹

が
ペ
コ
ペ
コ
な
こ
と
久
し
ぶ
り
の
日
本

食
に
そ
わ
そ
わ
し
て
お
り
ま
し
た
。
私

た
ち
が
待
っ
て
い
る
間
に
他
の
チ
ー
ム

は
食
事
が
食
べ
終
わ
っ
た
と
の
連
絡
が

入
り
、
よ
り
一
層
そ
わ
そ
わ
し
て
お
り

ま
し
た
。
20
時
頃
に
よ
う
や
く
入
る
こ

と
が
で
き
、
料
理
が
出
て
き
て
一
口
食

べ
る
と
、「
う
ま
い
」
の
一
言
。
全
員

日
本
食
の
お
い
し
さ
に
感
動
し
て
い
ま

し
た
。

食
べ
終
わ
っ
て
ホ
テ
ル
に
戻
る
途
中

で
、
少
し
空
港
内
の
探
索
を
し
ま
し
た

が
、
既
に
時
計
は
21
時
近
く
、
ほ
と
ん

ど
の
お
店
は
し
ま
っ
て
お
り
、
生
徒
は

「
明
日
の
朝
お
土
産
買
う
か
ー
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
は
各
自
の
部
屋
に
戻
り
、
就

寝
し
ま
し
た
。

【
８
月
２
日
㈰
】～
７
日
目
（
最
終
日
）～

い
よ
い
よ
旅
の
終
わ
り
の
日
。
朝
は

７
時
30
分
に
集
合
し
、
み
ん
な
で
ホ
テ

ル
の
朝
食
バ
イ
キ
ン
グ
を
た
く
さ
ん
食

べ
ま
し
た
。
生
徒
達
は
、
食
べ
終
わ
っ

た
後
に
昨
日
行
け
な
か
っ
た
空
港
内
の

探
索
を
し
、
お
土
産
を
購
入
し
て
い
ま

し
た
。（
ア
メ
リ
カ
で
は
な
く
日
本
の

お
土
産
を
買
う
の
だ
な
と
思
い
ま
し

た
。）
混
雑
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
た

た
め
９
時
頃
に
ホ
テ
ル
を
出
発
し
、
第

一
タ
ー
ミ
ナ
ル
へ
移
動
し
、
搭
乗
手
続

き
を
し
ま
し
た
。
み
ん
な
も
う
慣
れ
て

す
ら
す
ら
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

搭
乗
口
に
つ
い
て
し
ば
ら
く
す
る
と

昼
の
弁
当
が
到
着
し
ま
し
た
。
み
ん
な

こ
こ
で
食
べ
て
い
ま
し
た
が
、
私
は
朝

食
べ
過
ぎ
て
お
腹
が
す
い
て
お
ら
ず
。

弁
当
を
持
っ
て
帰
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
10
時
間
越
え
の
飛
行
機
を
乗
っ
た

後
だ
と
２
時
間
半
の
フ
ラ
イ
ト
は
一
瞬

で
し
た
。

旭
川
空
港
に
つ
く
と
お
世
話
に
な
っ

た
日
野
さ
ん
と
は
こ
こ
で
お
別
れ
で

す
。
み
ん
な
で
日
野
さ
ん
に
感
謝
し
、

貸
切
バ
ス
に
乗
っ
て
西
興
部
村
へ
。
帰

り
の
車
で
は
最
初
み
ん
な
元
気
で
し
た

が
、
だ
ん
だ
ん
静
か
に
、
寝
た
の
か
な

と
見
て
み
る
と
寝
て
は
い
ま
せ
ん
で
し

た
。よ

う
や
く
名
寄
、
下
川
を
通
過
し

て
、
西
興
部
に
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

到
着
場
所
の
森
夢
で
は
、
保
護
者
や

中
学
校
の
先
生
が
待
っ
て
く
れ
て
い
ま

し
た
。
み
ん
な
少
し
恥
ず
か
し
そ
う
で

し
た
が
、
一
週
間
ぶ
り
の
家
族
に
あ
え

て
う
れ
し
そ
う
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
迎
え

に
来
て
く
れ
た
車
に
乗
り
、
生
徒
海
外

体
験
学
習
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。最

後
に
、
今
回
参
加
し
て
く
れ
た
８

名
の
生
徒
達
と
と
も
に
貴
重
な
海
外
体

験
を
経
験
で
き
た
こ
と
に
感
謝
す
る
と

と
も
に
、
我
々
の
た
め
に
準
備
か
ら
エ

ス
コ
ー
ト
ま
で
し
て
い
た
だ
い
た
ジ
ュ

ノ
ー
市
の
皆
様
、
村
か
ら
温
か
く
送
り

出
し
て
く
れ
た
先
生
や
保
護
者
の
皆
様

に
、
こ
の
紙
面
を
お
借
り
し
て
お
礼
を

申
し
上
げ
、
事
業
報
告
と
い
た
し
ま

す
。
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

見送りに来たクリスさんと息子アイザックさんとの集合写真見送りに来たクリスさんと息子アイザックさんとの集合写真
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10
月
は
脳
卒
中
月
間
で
す

脳
卒
中
と
は
、
脳
の
血
管
が
詰
ま
っ
た
り
破
れ
た

り
す
る
こ
と
で
、
脳
の
働
き
に
障
害
が
起
こ
る
病
気

の
こ
と
で
す
。
脳
梗
塞
、
脳
出
血
、
く
も
膜
下
出
血

な
ど
が
あ
り
、
突
然
発
症
す
る
こ
と
が
特
徴
で
す
。

命
に
関
わ
る
だ
け
で
な
く
、
発
症
後
に
麻
痺
や
失
語

症
な
ど
の
後
遺
症
が
残
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

10
月
は
脳
卒
中
月
間
、
10
月
29
日
は
世
界
脳
卒
中

デ
ー
で
す
。
こ
の
機
会
に
脳
卒
中
発
症
時
の
対
応
や

予
防
に
つ
い
て
知
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

【
い
つ
も
と
違
う
と
思
っ
た
ら
、
す
ぐ
１
１
９
番
】

脳
卒
中
は
、
発
症
し
て
か
ら
治
療
を
始
め
る
ま
で

の
時
間
が
重
要
で
す
。
次
の
よ
う
な
症
状
が
突
然
現

れ
た
ら
、
脳
卒
中
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

ほ
か
に
も
、
突
然
の
激
し
い
頭
痛
、
急
な
め
ま

い
、
歩
き
に
く
さ
、
片
方
の
目
が
見
え
に
く
い
な
ど

の
症
状
が
現
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
気
に
な
る
症

状
が
突
然
現
れ
た
ら
、
様
子
を
見
ず
に
救
急
車
を
呼

ぶ
こ
と
が
大
切
で
す
。

【
脳
卒
中
は
予
防
が
重
要
】

脳
卒
中
の
発
症
に
は
、
高
血
圧
、
糖
尿
病
、
脂
質

異
常
症
な
ど
の
生
活
習
慣
病
や
、
喫
煙
、
飲
酒
な
ど

が
関
係
し
て
い
ま
す
。
脳
卒
中
は
怖
い
病
気
で
す

が
、
日
頃
の
生
活
習
慣
を
見
直
し
、
発
症
し
た
と
き

に
早
く
対
応
す
る
こ
と
で
、、
そ
の
影
響
を
最
小
限

に
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

特
に
以
下
の
５
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
意
識
し
て
み
ま

し
ょ
う
。

①�

血
圧
の
管
理
：
毎
日
の
血
圧
測
定
を
心
が
け
、
高
い

状
態
が
続
く
場
合
は
医
療
機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

②�

禁
煙
：
喫
煙
は
血
管
を
傷
つ
け
、
脳
卒
中
の
リ
ス

ク
を
高
め
ま
す
。

③�

適
度
な
運
動
：
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
、
無
理
の
な

い
運
動
を
継
続
し
ま
し
ょ
う
。

④�

バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
：
魚
や
大
豆
製
品
な
ど
も

取
り
入
れ
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
を
心
が

け
ま
し
ょ
う
。

⑤�

定
期
的
な
健
康
診
断
：
年
に
１
回
は
受
診
し
、
結
果

を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
受
診
や
治
療
が
必
要
な
場
合

は
、
な
る
べ
く
早
く
医
療
機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

気
に
な
る
こ
と
や
相
談
し
た
い
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
お
気
軽
に
役
場
保
健
師
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ 

保
健
福
祉
課 

保
健
係 

℡
８
７
―
２
１
１
４

保
健
師
だ
よ
り

保
健
師
だ
よ
り

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー『
里り

住ず

夢む

』だ
よ
り

朝
夕
の
風
が
涼
し
く
な
り
、
少
し
ず

つ
秋
の
気
配
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
季
節
の
変
わ
り
目
は
、
お

子
さ
ん
の
体
調
管
理
も
気
に
な
る
と
こ

ろ
で
す
ね
。

秋
の
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
親

子
で
楽
し
め
る
行
事
や
イ
ベ
ン
ト
を
ご

用
意
し
て
い
ま
す
。
皆
様
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

☆
遊
び
の
広
場
（
毎
週
火
曜
日
）

【
秋
の
製
作
遊
び
】

手
形
、
足
形
ス
タ
ン
プ
や
、
お
散
歩

し
な
が
ら
拾
っ
た
ど
ん
ぐ
り
や
落
ち
葉

な
ど
を
使
っ
た
工
作
を
し
ま
す
。

ま
た
、
お
月
見
な
ど
の
製
作
も
行
い

ま
す
。

【
季
節
の
行
事
】

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
に
向
け
て
衣
装
を
製
作

し
、
出
来
上
が
っ
た
ら
衣
装
を
身
に
着

け
て
、「
ハ
ッ
ピ
ー
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
」「
ト

リ
ッ
ク
・
オ
ア
・
ト
リ
ー
ト
！
」
と
声

を
上
げ
て
村
内
を
歩
き
ま
し
ょ
う
。

可
愛
い
子
ど
も
た
ち
に
村
民
も
癒
さ

れ
る
こ
と
間
違
い
な
し
で
す
。

☆
ほ
っ
と
広
場
（
毎
週
水
曜
日
）

【
お
茶
会
、
キ
ッ
ズ
サ
ロ
ン
、
助
産
師

相
談
他
】

　
「
離
乳
食
を
ど
う
進
め
よ
う
か
？
」

「
最
近
の
様
子
を
聞
い
て
ほ
し
い
」
な

ど
と
い
っ
た
お
悩
み
等
を
、
助
産
師
や

保
健
師
に
相
談
す
る
良
い
機
会
と
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
是
非
、
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

ま
た
、
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
お
や
つ

を
作
っ
た
り
、
ア
ロ
マ
で
身
体
を
癒
し

た
り
等
の
計
画
も
し
て
い
ま
す
の
で
、

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
里
住
夢
に
遊
び

に
来
て
く
だ
さ
い
ね
。

火
曜
日
と
水
曜
日
は
予
約
制
と
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
参
加
希
望
の
方
は
せ

と
な
び
で
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
。

　

○
開
館
日

　
　

月
～
金
曜
日
（�

土
・
日
・

　
　

年
末
・
年
始
・
祝
祭
日
は
休
館
）

　

○
開
館
時
間

　

 

（
５
月
～
９
月
）
午
前
10
時
～
午
後
４
時

　

 

（
10
月
～
３
月
）
午
前
10
時
～
午
後
３
時

　

○
問
い
合
わ
せ

　
　
役
場
保
健
福
祉
課　

℡
８
７
―
２
１
１
４

顔腕言葉

顔
の
片
側
が
ゆ
が
む
。

笑
顔
が
う
ま
く
作
れ
な
い
。

片
方
の
腕
に
力
が
入
ら
な
い
。

両
腕
を
上
げ
続
け
ら
れ
な
い
。

ろ
れ
つ
が
回
ら
な
い
。

言
葉
が
出
て
こ
な
い
。

こ
れ
ら
の
症
状
が
一
つ
で
も

現
れ
た
ら
、
す
ぐ
に

１
１
９
番
を
し
ま
し
ょ
う
。

➡
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◇喜寿（77歳）祝い金対象者◇喜寿（77歳）祝い金対象者
�� （敬老会贈呈）（敬老会贈呈）

髙橋　澄夫 さん髙橋　澄夫 さん
樋口ちづ子 さん樋口ちづ子 さん
田附枝美子 さん田附枝美子 さん
太田　　立 さん太田　　立 さん
小川　洋子 さん小川　洋子 さん
片岡　榮子 さん片岡　榮子 さん

◇85歳 記念品対象者◇85歳 記念品対象者
�� （敬老会贈呈）（敬老会贈呈）

鷲見千幸子さん鷲見千幸子さん

◇米寿（88歳）祝い金◇米寿（88歳）祝い金
�� （各戸贈呈）（各戸贈呈）

30 ページに別途掲載30 ページに別途掲載

多年にわたって地域社会の発展に尽くしてこられた皆様のご長寿をお祝いするため多年にわたって地域社会の発展に尽くしてこられた皆様のご長寿をお祝いするため
9 月 27 日に敬老会が開催されました。9 月 27 日に敬老会が開催されました。

村から敬老祝い金・記念品をお渡しした喜寿等の方は、次のとおりです。村から敬老祝い金・記念品をお渡しした喜寿等の方は、次のとおりです。
いつまでも、お元気でお過ごしください。いつまでも、お元気でお過ごしください。

敬老会が開催されました敬老会が開催されました
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人 の う ご き
（9月 30日現在）

〔6月 30日対比〕

人　　口	　　　９２１人　（−15人）
　 男 	　　　　４７５人　（− 5人）
　 女 　　　　４４６人　（−10人）
世 帯 数　　　６２３世帯（− 8戸）

村内で88歳を迎えられた方へ、村からお祝い金を贈呈しております。
令和 7年 9月末から令和 8年 9月までに 88 歳を迎えられた
方は次のとおりです。
いつまでもお元気でお過ごしください。

満 100 歳を迎える星貞子さんの入所されている
特別養護老人ホームにしおこっぺ興楽園を菊池博
村長が訪問し、内閣総理大臣からの祝い状と記念
品の銀杯を手渡しました。
これは、高齢者の長寿を祝い、多年にわたり社
会の発展に寄与してきたことへの感謝を目的に、
老人の日（9月 15 日）の記念行事として、今年度
中に満 100 歳の誕生日を迎える国民（大正 15 年 4
月 1 日～昭和 2年 3月 31 日生まれの方）へお祝い
状及び記念品を贈呈しているものです。

伊藤　富子 さん伊藤　富子 さん

牧野　穎治 さん牧野　穎治 さん

小野寺　美子 さん小野寺　美子 さん

満 100歳を迎えられた 星　貞子 さん満 100歳を迎えられた 星　貞子 さん

平野　昌子 さん平野　昌子 さん

笛田　千枝子 さん笛田　千枝子 さん

大澤　安廣 さん大澤　安廣 さん

笛田　俊幸 さん笛田　俊幸 さん

88歳（米寿）のお祝い金贈呈88歳（米寿）のお祝い金贈呈

▶︎土地のご寄付　紋別市　加藤　悦子 さん

▶︎土地のご寄付　札幌市　菅原　淑子 さん

▶︎土地のご寄付　小樽市　星加　敦美 さん

ご寄附のお礼

内閣総理大臣内閣総理大臣からからお祝い状お祝い状とと銀杯銀杯がが贈られました贈られました祝100歳！祝100歳！


